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明日の学校をともに考えるベネッセの教育情報誌

中学版

私を育てた
あの時代、あの出会い

すべての記事をウェブサイトからPDFでダウンロードいただけます

次号 Vol .3は 2015年2月発行（予定）です

Vol.1 言語活動を通じて高める生徒の力─新教育課程の中間総括として

Vol.4 社会を生きる力を育む─キャリア教育の視点で教育活動を捉え直す

Vol.3 １人で学べる生徒を育てる

Vol.2 生徒の心に火をつける
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一人ひとりの教員の成長を親身になって考え、叱ってくれた
埼玉県　東松山市立北中学校校長　長壁 宏

生徒に寄り添いつつも、教え過ぎず、自主性や協働性を育てたい
滋賀県　大津市立仰木中学校　高塚将吾

ミドルリーダーの挑戦
─前へ! 前へ!!

全国の校長先生に無料で年３回お届けしています

過去1年間の
特集テーマ
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表紙の学校　宮城県　宮城教育大学附属中学校

生き方に迫る体験学習
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る
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差
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の
多
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な
取
り
組
み
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Benesse発
これからの教育 多彩な体験で育むグローバル・リーダーの素養　奈良県・私立西大和学園中学校

インタビュー

特集
学校事例 青森県　青森市立沖館中学校　／　東京都　立川市立立川第一中学校　

福岡県　朝倉市立十文字中学校
対談 上智大　総合人間科学部教授　奈須正裕　／　ベネッセ教育総合研究所　初等中等教育研究室長　木村治生

広がる学力格差への
多様な取り組み

　宮城教育大学附属中学校では、昭和４８年から「総
合学習」として人々の生き方、考え方に触れる調査研
究・体験活動を進めてきた。現在は「総合的な学習の
時間」で、１年生は仙台市での職場体験、２年生は山
形県での民泊と調査研究・体験活動、３年生は東京・
神奈川での調査研究・体験活動を行う。生徒は学年が
上がるにつれ活動範囲を広げながら、それぞれの地域
で仕事を体験し、そこに住む人々がどんな思いで働い

全校発表会では、ポスターセッション、電子
黒板を活用した発表、体験してきたことの実
演など、班によってさまざまな工夫が見られた。
聞く側は、発表から学んだ点や良かった点を
「視聴カード」に書き、その班に渡す。発表
会の準備は学年縦割りで行うため、学習の
流れが生徒間で受け継がれている

１年生の３日間の職場体験は、幼稚園、ホテル、
鉄道、新聞社、橋やダムの管理事務所などさ
まざま。２年生は２泊３日で山形を訪れ、民泊を
しながら、農業、漁業、観光業、食産業など
を体験し、地元の生活と文化を肌で感じる

ているのか、喜びや苦労などを聞き、生き方に迫る。
　関心が同じ生徒同士が学級横断で班を作り、事前に
体験先について徹底的に調べ、講師への質問を考える。
体験後は活動内容と研究結果をまとめ、全校発表会で
報告する。どの生徒も「仕事にこだわりを持つことや、
郷土のために貢献することの重要性を感じた」という。
学校を飛び出した体験は生徒の考えを少しずつ揺さぶ
り、社会参画の実践力を育成する。

ベネッセ　研究 検索でまたは

校内研修で
ご活
用ください

http://berd.benesse.jp
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C O N T E N T S

http://berd.benesse.jp 本誌記事は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでもご覧いただけます

＊本文中のプロフィールは全て
取材時のものです。
また、敬称略とさせていただきます

＊本誌記載の記事、写真の無断複写、
複製及び転載を禁じます

32 読者のページ　Reader's VIEW／編集後記
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［びゅーにじゅういち］
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学力格差拡大の実態と課題
　
学習指導と共に学級づくりを重視し、学習環境を整える
青森県　青森市立沖館中学校

　

学力層別の補習や通知表の活用で、全ての学力層にきめ細かく対応
東京都　立川市立立川第一中学校
　

志を高め、上位層がけん引する学校づくりで、全体を底上げ
福岡県　朝倉市立十文字中学校
　

全国の学校が挑戦する多様な取り組み
　

「知識の習得」から「意味理解」へ、「学習の本質」の捉え直しが、学力底上げの鍵
上智大　総合人間科学部教育学科　教授◎奈須正裕
ベネッセ教育総合研究所　初等中等教育研究室長◎木村治生

特集

課題整理

学校事例1

学校事例2

学校事例3

学校事例4

対談

3 広がる学力格差への多様な取り組み
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連載

1 私を育てたあの時代、あの出会い

一人ひとりの教員の成長を親身になって考え、叱ってくれた
埼玉県　東松山市立北中学校校長◎長壁　宏

グローバル社会を生きる子どもたちへの英語教育で大切なこと
ベネッセ教育総合研究所「中高生の英語学習に関する実態調査」の結果から

24 Benesse発　これからの教育

多彩な体験で育むグローバル・リーダーの素養
奈良県・私立西大和学園中学校

28 ミドルリーダーの挑戦　─前へ！前へ!!

生徒に寄り添いつつも、教え過ぎず、自主性や協働性を育てたい
滋賀県　大津市立仰木中学校◎高塚将吾

26

ワークショップ型の校内研修で同僚性を育み、学校力を高める30

特別企画



1981（昭和56）
吉見町立吉見中学校
に新採で赴任。
小川正校長と出会う

1990（平成2）
玉川村立玉川中学校
に赴任

1995（平成7）
埼玉県立小川少年
自然の家に
指導主事兼事業課長
として勤務

2004（平成16）
東松山市立
東中学校に
教頭として赴任

2008（平成20）
坂戸市立
北坂戸中学校に
校長として赴任

1999（平成11）
玉川村教育委員会
事務局長に着任

2011（平成23）
坂戸市立
千代田中学校に
校長として赴任

2013（平成25）
東松山市立
北中学校に
校長として赴任

一
人
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と
り
の
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の
成
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叱
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教
師
は
日
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
掛
け
の
中
で
生
徒
を
育
て
る
。
そ
し
て
教
師
は
、
共
に
働
く
仲
間
と
の
出
会
い
の
中
で
育
っ
て
い
く
。

出
会
い
か
ら
学
ん
だ
教
育
の
原
点
、
そ
し
て
次
代
を
担
う
若
い
世
代
に
伝
え
た
い
不
易
を
、
長
壁
校
長
が
語
る
。

私を育てた
あの時代、あの出会い

第18 回

1

ど
ん
な
時
も
自
分
を
見
て

叱
り
、褒
め
、助
言
し
て
く
れ
た

　

新
任
時
代
の
私
は
、
小
川
正
校
長
か
ら

授
業
や
生
徒
指
導
の
こ
と
な
ど
で
、
毎
日

の
よ
う
に
叱
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
ま
り

叱
ら
れ
続
け
る
も
の
だ
か
ら
、
新
任
１
学

期
の
時
点
で
「
自
分
は
教
員
に
は
向
い
て

い
な
い
か
ら
辞
め
よ
う
」
と
心
に
決
め
て

い
た
ぐ
ら
い
で
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
夏
休
み
前
の
こ
と
で
す
。

そ
の
日
、
私
は
小
川
校
長
か
ら
、
教
育
事

務
所
の
所
長
を
研
修
会
場
に
車
で
送
迎
す

る
よ
う
に
頼
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
車
中
で

所
長
か
ら
「
教
員
生
活
に
は
も
う
慣
れ
た

か
」
と
聞
か
れ
、教
員
を
辞
め
よ
う
と
思
っ

て
い
る
こ
と
を
正
直
に
伝
え
ま
し
た
。
す

る
と
所
長
は
意
外
そ
う
な
声
で
、「
小
川

先
生
か
ら
は
『
う
ち
で
い
ち
ば
ん
有
能
な

若
手
が
迎
え
に
行
き
ま
す
か
ら
』
と
聞
い

た
ん
だ
け
ど
な
あ
」
と
言
わ
れ
る
の
で
す
。

　

私
は
驚
き
ま
し
た
。
小
川
校
長
が
自
分

の
こ
と
を
そ
ん
な
に
評
価
し
て
く
れ
て
い

る
だ
な
ん
て
…
…
。
今
思
う
と
、
小
川
校

長
は
私
へ
の
期
待
を
遠
回
し
に
伝
え
る
た

め
に
、
所
長
に
こ
っ
そ
り
頼
ん
で
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

私
は
あ
の
ひ
と
言
で
「
も
う
少
し
頑
張
ろ

う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
た
の
で
す
。

　

小
川
校
長
と
一
緒
に
働
く
う
ち
に
気
付

おさかべ・ひろし　海上自衛隊航空学生の後、大学に入学。26歳の時に教職に就く。
専門科目は理科。吉見町立吉見中学校教諭、玉川村教育委員会事務局長、東松
山市立東中学校教頭、坂戸市立北坂戸中学校校長などを経て現職。

［中学版］ 2014  Vol .2
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い
た
の
は
、
校
長
は
叱
る
時
も
、
教
員

に
深
い
愛
情
と
意
図
を
も
っ
て
叱
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
あ
る
時
、
私
が

給
食
の
時
間
に
な
っ
て
も
職
員
室
で
生
徒

の
ノ
ー
ト
の
添
削
を
し
て
い
る
と
、「
今

の
時
間
を
何
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
。
給

食
の
準
備
の
時
間
だ
ろ
う
。
教
室
に
行

け
！
」
と
大
声
で
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
は
私
も
「
う

ち
は
担
任
が
い
な
け
れ
ば
給
食
の
準
備
が

出
来
な
い
よ
う
な
ク
ラ
ス
で
は
あ
り
ま
せ

ん
！
」
と
怒
鳴
り
返
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
昼
休
み
、
私
は
校
長
室
に
呼

ば
れ
る
と
、
静
か
な
口
調
で
こ
う
言
わ

れ
ま
し
た
。「
俺
は
お
ま
え
の
こ
と
を
よ

く
見
て
い
る
か
ら
、
お
ま
え
の
ク
ラ
ス
が

生
徒
だ
け
で
ち
ゃ
ん
と
給
食
の
準
備
が
出

来
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。
で
も
、
何
が

起
き
る
か
分
か
ら
な
い
の
が
教
室
な
ん
だ

ぞ
」
と
。
と
て
も
納
得
す
る
と
同
時
に
、

「
俺
は
お
ま
え
の
こ
と
を
よ
く
見
て
い
る

か
ら
」
と
い
う
言
葉
が
心
に
響
き
ま
し
た
。

　

小
川
校
長
は
、
職
場
が
別
々
に
な
っ
て

か
ら
も
私
の
仕
事
ぶ
り
を
見
守
っ
て
く
れ

て
い
て
、「
お
ま
え
は
勉
強
不
足
だ
か
ら

大
学
院
で
勉
強
し
て
こ
い
。
ち
ょ
う
ど
県

が
長
期
研
修
の
募
集
を
し
て
い
る
か
ら
」

と
い
う
よ
う
に
、
声
を
掛
け
て
く
れ
ま
し

た
。
ど
う
す
れ
ば
私
が
教
員
と
し
て
成
長

を
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
る
か
、
常
に
親
身

に
考
え
て
く
れ
て
い
た
の
で
す
。

好
き
な
こ
と
に
取
り
組
む
時
が

人
は
最
も
成
長
す
る

　

私
も
今
、
校
長
と
い
う
立
場
に
な
り
ま

し
た
。
小
川
校
長
と
同
じ
く
、
私
も
「
教

員
一
人
ひ
と
り
に
し
っ
か
り
目
を
か
け
、

伸
ば
し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
先
生
方
と

向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
教
員
の
「
自
己
評

価
シ
ー
ト
」
に
は
、「
今
年
い
ち
ば
ん
や

り
た
い
こ
と
」
を
書
か
せ
、
そ
れ
が
子
ど

も
の
た
め
に
な
る
こ
と
か
確
認
で
き
れ

ば
、
即
実
行
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

随
時
、「
お
ま
え
の
お
陰
で
良
く
な
っ
た
」

と
声
を
掛
け
、
言
葉
で
成
果
を
た
た
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
人
は
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
、
得
意
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
る
時
が
最
も
成
長
す
る
か
ら
で
す
。

　

教
員
が
意
欲
を
持
っ
て
楽
し
そ
う
に
働

い
て
い
る
学
校
は
、
生
徒
に
と
っ
て
も
楽

し
い
学
校
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
生
徒

が
楽
し
そ
う
に
通
っ
て
い
る
学
校
は
、
保

護
者
に
と
っ
て
も
子
ど
も
を
通
わ
せ
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
学
校
に
な
り
ま
す
。

　

私
が
も
う
一
つ
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

教
員
集
団
と
し
て
の
一
体
感
で
す
。
私
が

荒
れ
の
状
態
に
あ
っ
た
学
校
に
赴
任
し
た

時
、
教
員
の
関
係
は
バ
ラ
バ
ラ
で
、
会
話

が
少
な
く
、
職
員
室
は
と
て
も
静
か
で
し

た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ま
で
学
年
別
に
置
い

て
あ
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
を
１
カ
所

に
ま
と
め
、
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
豆
に
も

こ
だ
わ
り
、
先
生
方
の
交
流
の
場
に
し
ま

し
た
。
雑
談
を
し
な
が
ら
、
課
題
や
悩
み
、

生
徒
の
情
報
を
共
有
す
る
よ
う
に
な
れ
ば

と
考
え
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
毎
回
２
時
間
掛
け
て
い
た
職
員

会
議
を
30
分
に
短
縮
さ
せ
ま
し
た
。
会
議

を
短
時
間
で
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
、
事
前

に
関
係
者
で
話
し
合
っ
た
方
が
、
教
員
同

士
で
中
身
の
あ
る
議
論
が
出
来
る
か
ら
で

す
。
小
さ
な
こ
と
で
も
続
け
る
う
ち
に
教

員
間
に
一
体
感
が
生
ま
れ
、
次
第
に
取
り

組
み
が
活
発
に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
、

生
徒
の
荒
れ
も
収
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

校
長
は
、
生
徒
と
直
接
向
き
合
う
時
間

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
校
長

の
い
ち
ば
ん
の
役
割
は
、
教
員
を
や
る
気

に
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
校
を
元
気
に
す
る

こ
と
で
す
。
小
川
校
長
の
よ
う
に
、
一
人

ひ
と
り
の
教
員
の
成
長
を
心
か
ら
願
え
る

校
長
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

悩みや課題を共有してこそ
集団として一体感が生まれる

［中学版］ 2014  Vol .2
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多
く
の
学
校
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
「
学
力
格
差
の
拡
大
」
だ
が
、

『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
の
読
者
モ
ニ
タ
ー
の
先
生
方
か
ら
も

「
大
変
な
課
題
だ
が
、
学
校
が
正
対
し
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
」

「
確
か
な
学
力
が
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

中
位
層
も
含
め
て
、
低
学
力
層
を
い
か
に
底
上
げ
す
る
か
が
課
題
」

と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

今
号
で
は
、
広
が
る
学
力
格
差
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
で
取
り
組
む
学
校
事
例
を
基
に
追
究
す
る
。

特
集広

が
る
学
力
格
差
へ
の

多
様
な
取
り
組
み

＊41のテーマの中から、上位３つまでを選択して回答。10 票以上あったテーマのみ抜粋
出典／『VIEW21中学版』読者モニターアンケート（2013 年11月実施。回答数 82）

（人）
20

18

16

14

12

10

8

6

4

2

0

Q.『VIEW21』で扱ってほしい特集テーマをお聞かせください

学
力
の
二
極
化
・

多
極
化

言
語
活
動
の
充
実

家
庭
学
習
指
導

教
育
制
度
改
革
・

教
育
の
最
新
動
向

小
中
連
携

学
習
意
欲

思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力

学
習
習
慣

学
級
活
動
、

学
級
づ
く
り

特
別
支
援
教
育

若
手
の
育
成

キ
ャ
リ
ア
教
育

■１位　■２位　■３位

特集テーマ希望の１位は「学力の二極化・多極化」
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Q.ここ数年で、生徒は全体としてどう変わってきていると思いますか。

「学力格差は大きくなった」という回答が約６割に増加図１

Q.勉強について、次のように思うことがありますか。

学習上の悩みで、成績別の差が大きいのは、
「上手な勉強のやり方が分からない」

図２

　「ここ数年で、生徒間の学力格差が大きくなった」と感じている教員は、2005 年度
に比べて 6.5 ポイント増え、58.7％となった。「小学校までの学習内容が定着していな
い生徒」や「授業についていけない生徒」が「増えた」と感じている教員が、それぞれ
39.3%、33.8%もいることが背景にあるといえよう。更に、「学習習慣のついている生徒」
が「減った」と感じている教員が28.0%に上っていることも、着目すべきだろう。

　学習上の悩みを成績層別に見ていくと、上位層と下位層で最も差が開いているのは「テ
ストでよい点数が取れない」であり、次いで「上手な勉強のやり方が分からない」だった。
勉強方法が分からないことが、「勉強が計画通りに進まない」「勉強したことをすぐ忘れ
てしまう」にも影響している可能性がある。下位層の学力底上げには、勉強の仕方を指
導することも重要といえそうだ。

やや大きくなったとても大きくなった
◎生徒間の学力格差

2005年度

2013年度
0.2 0.8

1.6

0.9

0.9

0.8

1.0

0.1

増えた

中学１・２年生
全体

変わらない 減った
無答・不明

1000 20 40 60 80
（％）

1000 20 40 60 80
（％）

1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90
（％）

以前と
変わらない やや小さくなった

とても小さくなった
無答・不明

4.9 47.3 37.9 5.6 4.1

4.036.449.69.1

小学校までの学習内容が
定着していない生徒

授業についていけない生徒

学習意欲のある生徒

学習習慣のついている生徒

主体的に学習に取り組む生徒

39.3 52.8 6.2

33.8 57.1 8.2

20.1 61.9 17.2

17.3 53.8 28.0

16.3

66.3%

55.5%

54.4%

52.6%

43.6%

43.9%

40.4%

59.9 22.8

どうしても好きに
なれない教科がある

やる気が起きない

上手な勉強のやり方が
分からない

テストでよい点数が
取れない

勉強が計画通りに
進まない

勉強に集中できない

勉強したことを
すぐ忘れてしまう

50.8
70.5

76.0

41.8
55.3

67.6

29.9
55.3

75.0

18.8
53.7

81.2

34.3
43.8

51.6

28.3
44.2

57.3

25.0
38.8

55.3

成績上位層
（612人）
成績中位層
（624人）
成績下位層
（701人）

注）複数回答。上位７項目を図示

学
力
格
差
拡
大
の
実
態
と
課
題

ひ
と
口
に
「
学
力
格
差
の
拡
大
」
と
い
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
。

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所
の
調
査
結
果
を
通
し
て
、
学
力
格
差
の
実
態
と
課
題
を
整
理
し
た
。

課
題
整
理
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広がる学力格差への多様な取り組み

Q.勉強する時に、次のことがどれくらいありますか。

「効率的に勉強する子」ほど、意味を考えながら効果的に学習している図３

　学習時間が平均より短くても成績が
上位層の子どもと、学習時間が平均よ
り長くても成績が下位層の子どもと
で、学習方法を比較すると、15ポイ
ント以上の差が見られたのは、「意味
理解方略」の２項目と、「モニタリン
グ方略」の２項目だった。この４項目
を見ると、上位層の子どもほど「重要
なところを考える」「分かっていない
点を確かめる」「他の解き方を考える」
「○付けをした後に考え方を確かめる」
と、学習内容の意味と、自分がきちん
と理解しているかいないかを自ら確認
しながら学習を進めている様子がうか
がえる。
　学習時間（量）はもちろん大切だが、
「学習方略」をきちんと身に付けるこ
とも重要であると示している。

注１）「よく」＋「ときどき」あるの％　　注２）中学 1・2年生の合計値
1000 20 40 60 80 （％）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

方
略

意
味
理
解

方
略

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

方
略

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

方
略

意
味
理
解

方
略

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

方
略

目標を決めて勉強する

計画を立てて勉強する

何から勉強したらよいか
順番を考える

勉強の計画がうまく
進んでいなければ見直す

重要なところはどこかを
考えて勉強する

何が分かっていないか
確かめながら勉強する

テストで間違えた
問題をやり直す

問題を解いた後に
○つけをする

問題を解いた後にほかの
解き方がないかを考える

○つけをした後に解き方や
考え方を確かめる

56.3
64.6

59.6
62.9

60.8
72.7

38.3
40.9

64.1
81.8

59.6
79.5

63.8
72.7

89.2
93.2

23.4
42.5

61.7
83.1

勉強時間
平均以上、
成績下位層
（240人）
勉強時間
平均以下、
成績上位層
（308人）

Q.勉強する時に、次のことがどれくらいありますか。

「内発的動機付け」が高い子どもは、さまざまな学習方略を取り入れている図４

　学習の動機付けの高低によっても、用
いる学習方略の比率に違いが見られる。
　内発的動機付け（内容に対する好奇
心や関心によってもたらされる動機付
け）が高い子どもは、いずれの方略も
使用率が高く、さまざまな学習方略を
取り入れて勉強している様子がうかが
える。更に、内発的動機付けが低い子
どもとの差も大きい。自ら学ぼうとす
る意欲がなければ、自分に合った学習
方法を試そう、使おうとする気持ちが
起きにくい。学習の中で子どもたちの
関心や好奇心を引き出すことは、学習
の量と質にプラスの影響を与え、学力
向上につながるといえる。
　学校段階が上がるにつれて、学ぶこ
と自体の楽しさ、新しいことを知るう
れしさといった「内発的動機付け」は
弱まる傾向が見られる。いかにそれを
食い止めるか。本質的に問い続けなけ
ればならない課題でもある。

注１）「勉強の理由」の内発的動機付けを尋ねている３つの質問項目から総得点を算出し、内発的動機付け「高群」
「中群」「低群」と３分割した。図は中群を除いて示している　　注２）「よく」＋「ときどき」あるの％
注３）中学 1・2年生の合計値

1000 20 40 60 80 （％）

目標を決めて勉強する

計画を立てて勉強する

何から勉強したらよいか
順番を考える

何が分かっていないか
確かめながら勉強する

テストで間違えた
問題をやり直す

問題を解いた後に
○つけをする

問題を解いた後にほかの
解き方がないかを考える

○つけをした後に解き方や
考え方を確かめる

内発的動機付け
高群（544人）
内発的動機付け
低群（455人）

55.7

86.8
50.8

78.9
35.0

75.6
36.5

79.2
44.3

87.1
44.0

勉強の計画がうまく
進んでいなければ見直す

60.7
20.4

81.1
44.4

93.8
74.0

15.6

図１出典／ベネッセ教育総合研究所「中学校の学習指導に関する実態調査報告書 2013」（2013 年 4～7月実施。全国の中学校の主幹教諭・教務主任 3,475 人）
図２～４出典／ベネッセ教育総合研究所「小中学生の学びに関する実態調査」（2014 年 2～３月実施。全国の小学４年生～中学 2年生とその保護者。親子で各 5,409 人）
　　　　　　　※関連データの掲載は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイトに 2014 年 10月中を予定

http://berd.benesse.jp/shotouchutou/research/detail1.php?id=3679
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S c h o o l  D a t a
◎ 1947（昭和 22）年に開校。
教育目標は「自ら学び心豊かにたく
ましく生きる生徒」の育成。全校い
じめ防止集会や学期１回の道徳強
調デー、生徒リーダー育成など、生
徒の自主性・主体性を伸ばす生徒
指導を重視している。

校長◎櫻庭寿一先生　

生徒数◎ 565 人　　学級数◎１8学級（うち特別支援学級１）

所在地◎〒038-0002　青森県青森市沖館 5-19-1

TEL◎ 017-781-0855

URL◎ http://www.aomoricity.ed.jp/okidatechu/

公開研究会◎未定

　

北
に
青
森
湾
を
望
み
、
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
や

商
店
街
な
ど
が
集
ま
る
青
森
駅
。
そ
こ
か
ら
車
で
10

分
の
住
宅
街
に
沖
館
中
学
校
が
あ
る
。
保
護
者
は
会

社
員
や
公
務
員
が
多
く
、
大
学
進
学
ま
で
視
野
に
入

れ
て
い
る
家
庭
は
多
い
が
、
都
市
部
ほ
ど
塾
が
あ
る

わ
け
で
も
な
い
。
ま
た
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
家

庭
も
３
割
程
あ
り
、
人
の
話
が
聴
け
な
い
、
板
書
を

正
確
に
写
せ
な
い
、
忘
れ
物
が
多
く
、
教
科
書
さ
え

忘
れ
る
と
い
う
生
徒
も
多
か
っ
た
。
家
庭
環
境
が
多

様
で
、
学
力
層
も
幅
広
い
生
徒
た
ち
の
進
路
希
望
を

か
な
え
る
た
め
に
、
同
校
で
は
基
礎
・
基
本
の
定
着

に
重
点
を
置
き
、
学
力
上
位
層
か
ら
下
位
層
ま
で
を

視
野
に
入
れ
た
手
厚
い
指
導
を
実
践
し
て
い
る
。

　

生
徒
の
あ
い
さ
つ
や
身
だ
し
な
み
は
素
晴
ら
し

く
、
笑
顔
で
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
が
、
５
、６

年
程
前
に
は
、
深
刻
な
荒
れ
に
直
面
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
２
０
０
８
年
度
に
赴
任
し
た
音
楽
科
の
小

野
優
子
先
生
は
当
時
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
私
が
赴
任
し
た
年
は
、
教
員
へ
の
暴
言
、
授
業

妨
害
な
ど
も
あ
り
、
授
業
が
成
立
し
な
い
こ
と
も
多

く
あ
る
状
況
で
し
た
。
た
だ
、
そ
の
年
の
１
年
生
だ

け
は
落
ち
着
い
て
い
た
の
で
、
先
生
方
は
『
こ
の
学

年
か
ら
学
校
を
変
え
て
い
こ
う
』
と
決
意
を
し
、
学

校
の
立
て
直
し
に
取
り
組
み
ま
し
た
」

　

生
徒
指
導
の
徹
底
を
始
め
、
教
員
へ
の
信
頼
感
の

醸
成
、基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
っ
た
と
こ
ろ
、１
年

程
で
学
校
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
。
以
来
、
生

徒
指
導
を
基
盤
に
し
た
学
習
指
導
、
教
員
が
生
徒
に

寄
り
添
う
指
導
、「
耳
と
目
と
心
で
聴
く
」
態
度
の

育
成
が
、同
校
の
教
育
活
動
の
基
調
と
な
っ
て
い
る
。

　

基
礎
・
基
本
の
定
着
を
重
視
す
る
同
校
の
取
り
組

学
習
指
導
と
共
に
学
級
づ
く
り
を

重
視
し
、
学
習
環
境
を
整
え
る

青
森
県　

青
森
市
立
沖
館
中
学
校

沖
館
中
学
校
で
は
、
基
礎
・
基
本
の
充
実
を
指
導
の
中
心
に
据
え
、
毎
日
の
掃
除
終
了
後
の
Ｓ
Ｔ
（
ス
タ
デ
ィ
タ
イ
ム
）
や

チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
な
ど
で
生
徒
の
学
力
差
に
対
応
し
て
い
る
。
生
徒
指
導
と
学
習
指
導
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
学
級
づ
く
り
、

生
徒
と
教
員
の
信
頼
感
の
醸
成
が
あ
ら
ゆ
る
指
導
の
土
台
と
な
り
、
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る
学
力
を
実
現
し
て
い
る
。

学
校
事
例

1
多
様
な
学
力
層
に
あ
っ
て
も

生
徒
の
進
路
希
望
を
か
な
え
た
い

◉
取
り
組
み
の
ね
ら
い

毎
日
の
掃
除
終
了
後
の
Ｓ
Ｔ
で

学
力
中
・
下
位
層
を
下
支
え

◉
学
力
層
に
応
じ
た
学
習
指
導
①
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み
の
中
で
、
主
に
中
・
下
位
層
の
学
力
の
下
支
え
に

効
果
を
上
げ
て
い
る
取
り
組
み
が
、
毎
日
、
下
校
前

に
行
う
Ｓ
Ｔ
（
ス
タ
デ
ィ
タ
イ
ム
）
だ
。
掃
除
終
了

後
、
帰
り
の
会
が
始
ま
る
ま
で
の
10
分
間
、
自
学
自

習
に
取
り
組
む
。

　

内
容
は
、
学
年
・
学
級
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
る

が
、
市
販
の
教
材
を
基
に
作
成
し
た
基
礎
・
基
本
の

プ
リ
ン
ト
が
中
心
だ
。
英
語
科
の
太
田
巧
先
生
の
よ

う
に
、
覚
え
て
ほ
し
い
20
語
程
の
単
語
リ
ス
ト
を
配

り
、
10
分
間
で
書
い
て
覚
え
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。

３
年
生
に
な
る
と
、
高
校
受
験
を
意
識
し
て
、
基
礎

的
な
入
試
問
題
に
取
り
組
ま
せ
る
。
早
め
に
終
わ
っ

た
生
徒
は
、
宿
題
や
発
展
問
題
に
取
り
組
ん
で
も
よ

い
。
教
務
主
任
の
野
口
七
重
先
生
は
、
そ
の
ね
ら
い

を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
家
庭
環
境
が
多
様
な
の
で
、
と
に
か
く
10
分
間

は
落
ち
着
い
て
自
学
自
習
を
さ
せ
、
机
に
向
か
う

習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
最
大
の
ね
ら
い
で

す
。
少
し
で
も
問
題
が
解
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
も

う
少
し
続
け
て
み
よ
う
と
、
家
庭
で
も
自
ら
学
習
に

向
か
え
る
よ
う
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

定
期
考
査
前
の
３
日
間
は
、「
学
習
強
調
期
間
」

と
し
て
、
Ｓ
Ｔ
の
時
間
を
30
分
間
に
延
長
す
る
。
定

期
考
査
に
向
け
て
の
学
習
時
間
を
共
通
で
確
保
し
、

家
庭
で
も
テ
ス
ト
対
策
に
意
識
を
向
け
さ
せ
る
ね
ら

い
が
あ
る
。
学
習
内
容
は
、
生
徒
が
自
分
で
教
材
を

用
意
し
た
り
、
教
員
が
用
意
し
た
プ
リ
ン
ト
に
２
教

科
各
15
分
で
取
り
組
ん
だ
り
と
、学
年
・
学
級
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
。
教
員
が
用
意
し
た
プ
リ
ン
ト
か
ら
定

期
考
査
で
類
似
問
題
を
出
し
て
達
成
感
を
味
わ
わ

せ
、
次
の
Ｓ
Ｔ
に
向
け
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
こ
と
も
あ
る
。

　

学
力
格
差
へ
の
対
応
と
し
て
習
熟
度
別
授
業
を
行

う
学
校
も
多
い
が
、
同
校
で
は
〝
学
び
合
い
活
動
〟

を
重
視
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
数
学
と
英
語
の
授

業
で
Ｔ
Ｔ
（
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）
を
採
り
入

れ
る
。
問
題
演
習
で
手
が
止
ま
っ
て
い
る
生
徒
に
個

別
指
導
を
し
た
り
、
授
業
に
集
中
で
き
て
い
な
い
生

徒
に
注
意
を
促
し
た
り
す
る
ほ
か
、
早
め
に
問
題
演

習
が
終
わ
っ
た
生
徒
に
発
展
問
題
を
解
く
よ
う
指
示

す
る
な
ど
、
上
位
層
が
「
浮
き
こ
ぼ
れ
」
を
し
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
も
Ｔ
Ｔ
の
役
目
だ
。
な
お
、
初
任

教
員
を
ベ
テ
ラ
ン
教
員
の
授
業
に
Ｔ
２
と
し
て
入
ら

せ
、
そ
の
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
を
間
近
で
見
て
、
授
業
力

向
上
に
結
び
付
け
る
こ
と
も
行
っ
て
い
る
。

　

授
業
以
外
で
も
、
主
に
上
位
層
向
け
に
は
、
国
数

英
理
社
の
５
教
科
で
「
発
展
プ
リ
ン
ト
」
を
活
用
す

る
。
教
科
担
当
が
作
成
し
た
問
題
演
習
プ
リ
ン
ト
を

廊
下
に
置
い
て
お
き
、
生
徒
は
各
自
で
持
ち
帰
っ
て

取
り
組
む
（
写
真
）。
答
え
合
わ
せ
は
生
徒
自
身
で

行
い
、
教
員
は
質
問
を
受
け
付
け
る
。
各
教
科
と
も

数
十
枚
を
コ
ピ
ー
し
て
用
意
し
て
い
る
が
、
テ
ス
ト

Ｔ
Ｔ
や
発
展
的
な
プ
リ
ン
ト
で

学
力
上
位
層
に
も
対
応

◉
学
力
層
に
応
じ
た
学
習
指
導
②

青
森
市
立
沖
館
中
学
校
　

校
長

櫻
庭
寿
一　
さ
く
ら
ば
・
じ
ゅ
い
ち  

「
教
員
が
リ
ソ
ー
ス
で
あ
り
、
声
を
掛
け
続

け
る
こ
と
で
、
生
徒
が
変
わ
る
」

青
森
市
立
沖
館
中
学
校

太
田　
巧　
お
お
た
・
た
く
み 

特
別
活
動
指
導
部
。
英
語
科
担
当
。「
生
徒

の
自
主
性
の
尊
重
と
、
教
員
主
導
の
各
場

面
を
明
確
に
し
、
生
き
る
力
を
育
て
た
い
」

青
森
市
立
沖
館
中
学
校

野
口
七
重　
の
ぐ
ち
・
な
な
え  

教
務
主
任
。
数
学
科
担
当
。「
笑
顔
を
大
切

に
し
、『
あ
り
が
と
う
、
ご
め
ん
な
さ
い
』

を
素
直
に
言
え
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

青
森
市
立
沖
館
中
学
校

小
野
優
子　
お
の
・
ゆ
う
こ  

特
別
活
動
指
導
部
。
音
楽
科
担
当
。「
合
唱

を
通
し
て
仲
間
を
大
事
に
す
る
生
徒
を
育

て
た
い
」

写真　授業では扱えない発展的な問題を中心にプリントを作成。学習
塾に通っている生徒が少ないこともあり、発展的な教材に対する生徒の
意欲は高い
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前
に
は
全
て
な
く
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
生
徒

が
自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
の
表
れ
だ
ろ
う
。

　

同
校
で
は
青
森
市
教
育
委
員
会
の
指
定
を
受
け
た

10
年
度
か
ら
、
校
区
の
２
つ
の
小
学
校
と
連
携
事
業

を
推
進
し
て
い
る
。
生
徒
の
学
力
格
差
は
小
学
校
段

階
で
既
に
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
手
当
て
と
し
て
、

小
学
校
と
連
携
し
て
課
題
を
共
有
し
、
望
ま
し
い
接

続
の
あ
り
方
を
研
究
し
て
い
る
。

　

強
く
意
識
し
て
い
る
の
は
、
学
習
規
律
や
生
活
習

慣
の
連
続
性
だ
。
11
年
度
に
は
中
学
校
で
の
学
習
や

生
活
の
基
本
を
定
め
た
「
学
習
の
約
束
」
の
小
学
校

版
を
、
12
年
度
に
は
中
学
校
で
の
話
し
合
い
活
動
の

進
め
方
や
ル
ー
ル
を
定
め
た
「
沖
中
モ
デ
ル
」
の
小

学
校
版
を
作
成
し
、
小
学
校
の
教
室
に
掲
示
し
た
。

更
に
、
小
学
校
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
自
分
の
課
題
に

取
り
組
む
「
一
人
勉
強
ノ
ー
ト
」
を
中
学
校
で
も
引

き
継
ぎ
、
自
学
自
習
の
習
慣
の
定
着
を
促
す
。

　

小
学
校
の
主
導
に
よ
り
、小
中
の
つ
な
ぎ
教
材「
春

休
み
の
生
活
と
学
習
」
も
作
成
し
た
。
国
語
と
算
数

の
既
習
事
項
を
確
認
す
る
学
校
自
作
の
問
題
集
で
、

春
休
み
中
の
生
活
記
録
、
保
護
者
の
コ
メ
ン
ト
欄
も

設
け
た
。
生
徒
は
中
学
校
入
学
前
の
春
休
み
に
取
り

組
み
、
中
学
校
に
提
出
す
る
。

　
「
中
学
校
入
学
ま
で
の
春
休
み
を
有
意
義
に
過
ご

し
て
ほ
し
い
と
い
う
小
学
校
の
先
生
方
の
願
い
で
作

成
し
ま
し
た
。
解
答
の
仕
方
や
生
活
記
録
の
書
き
方

な
ど
か
ら
、
理
解
度
や
学
習
姿
勢
を
把
握
で
き
る
の

で
、
入
学
後
の
指
導
に
も
生
か
し
て
い
ま
す
」（
太

田
先
生
）

　

こ
の
よ
う
に
、
学
力
格
差
が
始
ま
る
小
学
校
段
階

か
ら
学
習
態
度
や
学
習
規
律
を
系
統
的
に
育
成
し
、

小
中
接
続
の
時
期
に
も
そ
の
連
続
性
が
途
切
れ
な
い

よ
う
に
指
導
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
生
徒
に
よ
り
良

い
学
習
習
慣
、
生
活
習
慣
が
定
着
し
て
い
る
。

　　

同
校
は
学
習
指
導
の
充
実
だ
け
で
学
力
が
向
上
す

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
櫻
庭
寿
一
校
長
は
次
の
よ

う
に
指
摘
す
る
。

　
「
学
力
向
上
に
何
よ
り
必
要
な
の
は
生
徒
の
意
欲

で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
の
は
集
団
と
し
て
の
生
徒

の
団
結
、
そ
し
て
生
徒
と
教
員
の
信
頼
関
係
で
す
。

充
実
し
た
人
間
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
学
校
生
活
に
対

す
る
意
欲
が
高
ま
り
、
そ
れ
が
学
習
に
も
波
及
し
て

い
く
と
考
え
ま
す
」

　

集
団
づ
く
り
の
基
本
は
生
徒
指
導
だ
。
あ
い
さ
つ

を
大
切
に
し
、「
レ
ベ
ル
５
」（
人
に
会
っ
た
ら
自
分

か
ら
立
ち
止
ま
り
、
頭
を
下
げ
、
相
手
に
伝
わ
る
声

で
あ
い
さ
つ
で
き
る
）
を
目
指
す
「
挨
拶
強
調
週
間
」

を
設
定
。
レ
ベ
ル
別
に
自
己
評
価
さ
せ
る
な
ど
、
マ

ナ
ー
や
規
範
意
識
の
醸
成
に
力
を
入
れ
る
。
ま
た
、

合
唱
指
導
を
重
視
す
る
の
も
、
学
級
の
一
体
感
や
集

団
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
取
り
組
み
と
認
識
し
て
い

る
か
ら
だ
。

　
「
学
校
が
荒
れ
て
い
た
時
代
も
、
生
徒
は
学
校
行

事
に
は
意
欲
的
で
し
た
。
元
々
、
行
事
に
熱
心
に
取

り
組
む
気
質
を
も
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
校

内
で
の
合
唱
活
動
が
活
発
に
な
る
と
、
協
調
性
と
集

中
力
が
育
ち
、
そ
れ
が
学
習
面
に
向
か
え
ば
大
き
な

力
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
合
唱
の
力

が
、
生
徒
の
学
習
に
向
か
う
姿
勢
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
の
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
」（
小
野
先
生
）

　

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
廊
下
に
は
授
業
中
に
も
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
曲

を
流
し
て
い
る
。
荒
れ
と
は
無
縁
に
な
っ
た
今
も
続

け
て
お
り
、
豊
か
な
学
習
環
境
づ
く
り
に
一
役
買
っ

て
い
る
。

　

生
徒
と
教
員
の
距
離
の
近
さ
も
、
集
団
づ
く
り
を

支
え
る
重
要
な
要
素
だ
。
教
員
は
「
い
つ
も
生
徒
と

共
に
」
を
合
言
葉
に
、
登
校
時
や
休
み
時
間
、
昼
休

み
も
出
来
る
だ
け
教
室
に
行
き
、
生
徒
と
過
ご
す
た

め
、
職
員
室
で
教
員
の
姿
を
見
か
け
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
と
い
う
。

　

朝
は
勤
務
時
間
の
１
時
間
程
前
に
出
勤
す
る
教
員

が
多
く
、
７
時
半
過
ぎ
に
は
、
職
員
室
か
ら
学
級
に

担
任
は
向
か
う
。
担
任
が
待
っ
て
い
る
の
で
、
生
徒

の
登
校
も
早
く
、
８
時
に
は
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の

中
で
朝
読
書
が
始
ま
る
。
授
業
で
は
開
始
の
チ
ャ
イ

ム
が
鳴
る
前
に
、
教
科
担
当
が
教
室
に
入
り
、
宿
題

の
取
り
組
み
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
早
め
に
授
業

を
始
め
て
も
、
生
徒
は
さ
っ
と
学
習
に
入
る
。
宿
題

９
年
間
を
見
通
し
た
指
導
で

小
学
校
段
階
か
ら
学
力
の
底
上
げ
を
図
る

◉
小
中
連
携
に
よ
る
学
力
向
上
策

学
習
意
欲
の
土
台
と
な
る

生
徒
間
、教
員
と
の
人
間
関
係
を
構
築

◉
生
徒
指
導
と
学
習
指
導
の
リ
ン
ク
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特集

広がる学力格差への多様な取り組み

や
「
一
人
勉
強
ノ
ー
ト
」
を
提
出
し
て
い
な
い
生
徒

に
は
、
休
み
時
間
に
も
指
導
に
当
た
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
生
徒
指
導
と
学
習
指
導
を
リ
ン
ク

さ
せ
る
こ
と
で
、
生
徒
と
教
員
の
距
離
が
縮
ま
り
、

教
員
の
指
導
を
素
直
に
受
け
入
れ
る
素
地
が
育
ま
れ

て
い
る
。
そ
れ
が
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
習
意
欲

に
つ
な
が
り
、
学
校
全
体
に
も
落
ち
着
き
を
も
た
ら

し
て
い
る
。

　

生
徒
の
集
団
づ
く
り
、
生
徒
と
教
員
の
信
頼
関
係

と
共
に
、
同
校
で
は
教
員
集
団
の
一
体
感
も
大
切
に

し
て
い
る
。
教
員
の
同
僚
性
・
協
働
性
を
醸
成
す
る

た
め
に
、
櫻
庭
校
長
が
月
１
回
、
教
員
向
け
に
発
刊

し
て
い
る
の
が
「
校
長
室
通
信
　
さ
く
ら
前
線
」
だ

（
図
）。
指
導
改
善
の
ヒ
ン
ト
、
行
事
の
報
告
や
学
校

の
課
題
な
ど
多
彩
な
記
事
の
中
に
、
教
員
へ
の
ね
ぎ

ら
い
や
励
ま
し
の
言
葉
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
学
校
の
取
り
組
み
も
、
振
り
返
り
が
な
け
れ
ば

や
り
っ
放
し
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
管
理
職
の

視
点
で
感
じ
た
成
果
、
課
題
と
方
向
性
を
明
確
に
示

す
こ
と
で
、
先
生
方
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
仕
事
を

客
観
的
に
評
価
し
、
達
成
感
や
課
題
意
識
を
育
む
こ

と
が
大
切
で
す
」（
櫻
庭
校
長
）

　

学
力
層
に
応
じ
た
指
導
、
生
徒
指
導
と
学
習
指
導

の
リ
ン
ク
、小
中
連
携
の
学
習
指
導
な
ど
に
よ
っ
て
、

13
年
度
の
文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
」
で
の
同
校
の
平
均
点
は
、
全
国
平
均
を
大
き
く

上
回
っ
た
。
今
後
の
課
題
は
、
主
体
的
に
自
分
を
主

張
で
き
る
積
極
性
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
だ
。
現

在
、
同
校
で
は
各
教
科
で
「
学
び
合
い
」
を
取
り
入

れ
て
お
り
、言
語
活
動
に
関
す
る
指
導
力
を
高
め
て
、

学
力
向
上
に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

　
「
言
語
活
動
を
更
に
活
発
化
さ
せ
、
仲
間
と
協
働

し
て
答
え
を
導
き
出
し
た
り
、
周
り
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
自
分
の
考
え
を
持
て
る
よ
う
な
生
徒
を
育
て

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
題
材
選
び
な
ど
、

指
導
力
向
上
に
向
け
て
出
来
る
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
野
口
先
生
）

学力二極化への対応
櫻庭校長が考える

　先生方をまとめる上で最も重視しているのは、
「同僚性・協働性・一体感」です。学校としての
指針があってこそ、教員のベクトルがそろい、指
導も生徒たちに浸透していきます。校長の私が明
確なビジョンを示し、そのビジョンの下で教員の
気持ちが１つになるようなマネジメントを心掛け
ています。私のビジョンは「生徒の事実」から生
まれます。生徒の課題は何か、我々の指導によっ
てどう変わったのか。目の前にいる生徒の事実か
ら、全ての指導が始まると考えます。

教
員
向
け
の
校
長
通
信
に
よ
り

学
校
全
体
の
一
体
感
を
高
め
る

◉
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

図 「校長室通信　さくら前線」

最新の教育トピック、各行事のねらいなど、先生方が自身の教育観を振り返り、
指導を見直せるような記事なども載せている
＊同校の資料をそのまま掲載
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立
川
第
一
中
学
校
で
は
、
２
０
１
２
年
度
か
ら
２

年
間
、
立
川
市
の
学
力
向
上
推
進
研
究
校
の
指
定
を

受
け
、
授
業
改
善
、
学
習
機
会
の
拡
充
、
学
習
意
欲

の
向
上
を
柱
と
す
る
改
革
を
進
め
て
き
た
。
当
時
、

同
校
の
学
習
面
の
課
題
は
各
種
調
査
か
ら
も
明
ら
か

だ
っ
た
。11
年
度
の
東
京
都「
児
童・
生
徒
の
学
力
向

上
を
図
る
た
め
の
調
査
」
で
は
、
各
教
科
と
も
都
の

平
均
正
答
率
を
下
回
り
、
同
校
が
実
施
し
た
「
生
徒

に
よ
る
授
業
評
価
」
で
は
、
学
習
に
前
向
き
な
集
団

と
そ
う
で
な
い
集
団
と
の
二
極
化
が
顕
著
だ
っ
た
。

校
区
の
小
学
生
の
学
力
上
位
層
は
私
立
校
に
進
学
す

る
状
況
が
続
き
、
学
力
向
上
へ
の
期
待
を
学
校
よ
り

も
塾
に
向
け
る
保
護
者
も
い
た
。
改
革
前
後
を
知
る

主
幹
教
諭
の
田
野
倉
宏
美
先
生
は
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
授
業
は
中
位
層
に
焦
点
を
当
て
て
い
た
の
で
、

上
位
層
は
時
間
を
持
て
余
し
、
下
位
層
は
授
業
に
付

い
て
い
け
ず
に
意
欲
を
な
く
し
て
い
ま
し
た
。
肝
心

の
下
位
層
の
底
上
げ
を
図
る
た
め
の
補
習
は
、
教
員

個
々
の
努
力
に
任
さ
れ
て
い
る
状
態
で
し
た
」

　

と
こ
ろ
が
、
國
島
健
二
校
長
は
12
年
度
の
赴
任
後

す
ぐ
に
生
徒
の
潜
在
能
力
の
高
さ
を
感
じ
取
っ
た
。

　
「
集
会
で
話
を
聞
く
態
度
を
見
て
、
こ
の
生
徒
た

ち
な
ら
も
っ
と
学
力
を
伸
ば
せ
る
と
直
感
し
ま
し

た
。
生
徒
が
力
を
出
し
切
れ
て
い
な
か
っ
た
最
大
の

原
因
は
、
学
習
に
向
か
う
動
機
付
け
を
学
校
が
十

分
に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
や
れ
ば
出
来
る
と
い
う
達
成
感
や
成
功
体
験
を

積
ま
せ
、
学
力
・
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
で

本
来
の
力
を
引
き
出
せ
る
と
考
え
ま
し
た
」

　

改
革
の
全
体
像
は
図
１
の
と
お
り
。「
授
業
改
善

と
授
業
力
の
向
上
」を
中
心
に
、「
学
習
機
会
の
拡
充
」

学
力
層
別
の
補
習
や
通
知
表
の
活
用
で

全
て
の
学
力
層
に
き
め
細
か
く
対
応

東
京
都　

立
川
市
立
立
川
第
一
中
学
校

立
川
第
一
中
学
校
は
、
学
力
の
向
上
、
学
習
意
欲
の
二
極
化
の
解
消
を
目
指
し
、
２
０
１
２
年
度
か
ら
授
業
、
補
習
、

評
価
に
至
る
幅
広
い
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
学
力
層
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
補
習
、
学
期
ご
と
の
振
り
返
り
の
工

夫
に
よ
り
、
学
ぶ
意
欲
の
醸
成
、
都
平
均
を
上
回
る
学
力
向
上
を
実
現
し
て
い
る
。

学
校
事
例

2
下
位
層
向
け
の
補
習
は

教
員
個
々
の
努
力
任
せ

◉
課
題
意
識

定
期
考
査
前
の
集
中
補
習
で

「
や
れ
ば
出
来
る
」を
実
感
さ
せ
る

◉
学
習
機
会
の
拡
充
①
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特集

広がる学力格差への多様な取り組み

「
家
庭
学
習
へ
の
支
援
」「
評
価
・
評
定
の
活
用
」「
校

内
研
究
の
充
実
」
と
、
あ
ら
ゆ
る
学
習
場
面
を
通
し

て
生
徒
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
て
い
く
も
の
だ
。

　

最
大
の
特
徴
は
、
学
力
層
に
応
じ
た
き
め
細
か
い

指
導
に
あ
る
。
対
象
と
す
る
学
力
層
を
明
確
に
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
の
学
力
・
学
習
意
欲
を
見
極
め
た

上
で
、
自
立
的
な
学
び
へ
導
く
た
め
に
最
適
な
指
導

方
法
・
形
態
を
考
え
て
い
く
。
そ
の
軸
と
な
る
の
は
、

定
期
考
査
前
に
行
う
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教
室
」
だ
。

「
復
習
授
業
」「
自
主
学
習
」
の
２
コ
ー
ス
に
分
け
、

基
礎
学
力
の
定
着
を
目
指
す
補
習
で
あ
る
。

　

中
位
層
の
中
の
下
位
の
生
徒
を
対
象
に
し
た
「
復

習
授
業
コ
ー
ス
」
は
、
定
期
考
査
前
の
１
週
間
、
放

課
後
の
１
コ
マ
で
行
う
。国
数
英
理
社
の
５
教
科
で
、

日
頃
の
テ
ス
ト
の
結
果
を
基
に
各
教
科
20
人
前
後
の

生
徒
を
指
名
し
、
１
日
１
教
科
を
日
替
わ
り
で
実
施

す
る
。
内
容
は
試
験
範
囲
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
基
本

と
し
、
ど
の
教
科

も
短
期
の
学
習
で

結
果
が
出
や
す
い

内
容
に
特
化
し
て

い
る
。
国
語
科
の

茨
裕
美
先
生
は
次

の
よ
う
に
話
す
。

　
「
最
大
の
ね
ら

い
は
、
勉
強
の
成

果
を
実
感
し
て
学

習
意
欲
を
高
め
る

こ
と
で
す
。
国
語

で
は
、“
読
解
力
”の
よ
う
に
継
続
的
な
学
習
が
必
要

な
分
野
は
難
し
い
の
で
、“
文
法
”や“
古
典
”な
ど
、

取
り
組
め
ば
成
果
が
出
や
す
い
内
容
に
重
点
を
置

き
、『
出
来
た
』
と
い
う
達
成
感
を
味
わ
わ
せ
る
こ
と

を
意
識
し
て
い
ま
す
」

　
「
自
主
学
習
コ
ー
ス
」
は
、
復
習
授
業
コ
ー
ス
の

授
業
に
も
付
い
て
こ
ら
れ
な
い
よ
う
な
最
下
位
層

と
、
自
分
で
課
題
を
見
付
け
ら
れ
る
中
・
上
位
層
が

対
象
だ
。生
徒
自
身
が
決
め
た
教
材
で
学
習
を
進
め
、

必
要
に
応
じ
て
教
員
が
質
問
に
応
え
る
。
２
人
の
教

員
が
監
督
を
担
当
す
る
が
、
実
際
に
は
他
に
大
半
の

教
員
が
個
別
指
導
に
加
わ
る
。

　

復
習
授
業
コ
ー
ス
で
成
果
が
出
た
こ
と
で
、
次
回

の
参
加
を
希
望
す
る
生
徒
も
多
い
。
そ
う
し
た
生
徒

に
は
、
補
習
で
使
う
プ
リ
ン
ト
を
渡
し
て
「
分
か
ら

な
か
っ
た
ら
質
問
に
来
な
さ
い
」と
、自
主
学
習
コ
ー

ス
へ
の
参
加
を
促
す
。
14
年
６
月
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
教
室
の
参
加
率
は
１
年
生
88
％
、
２
年
生
85
％
、

３
年
生
77
％
と
、
最
上
位
層
を
除
い
て
ほ
ぼ
全
員
が

参
加
し
て
い
る
の
も
、
生
徒
の
満
足
度
の
表
れ
だ
。

「
や
れ
ば
出
来
る
」と
い
う
成
功
体
験
、「
皆
が
頑
張
っ

て
い
る
か
ら
自
分
も
頑
張
ろ
う
」と
い
う
連
帯
感
が
、

自
ら
学
び
に
向
か
う
意
欲
を
高
め
て
い
る
。

　

12
月
に
行
う
「
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
教
室
」
は
、
１
・

２
年
生
の
最
下
位
層
を
対
象
と
し
た
個
別
補
習
だ
。

三
者
面
談
期
間
の
５
日
間
、放
課
後
に
１
０
５
分
間
、

期
間
中
の
課
題
と
し
て
配
布
さ
れ
る
自
宅
学
習
用
プ

リ
ン
ト
を
使
い
、
副
担
任
が
生
徒
個
別
に
自
学
の
手

助
け
を
す
る
。
13
年
度
１
年
生
の
２
学
期
末
考
査
で

は
、
こ
の
補
習
を
受
け
た
生
徒
全
員
が
、数
学・英
語

で
中
間
考
査
の
結
果
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。
そ
れ
に

手
応
え
を
感
じ
、
以
降
の
補
習
に
も
積
極
的
に
出
席

す
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
。

最
下
位
層
向
け
の
補
習
や

生
徒
全
員
が
受
け
る
夏
季
補
習
も
好
評

◉
学
習
機
会
の
拡
充
②

立
川
市
立
立
川
第
一
中
学
校
　

校
長

國
島
健
二　
く
に
し
ま
・
け
ん
じ  

「『
公
立
学
校
は
地
域
の
財
産
』
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
生
徒
・
保
護
者
の
満
足
度
、
地
域

の
信
頼
度
を
高
め
る
教
育
を
展
開
し
た
い
」

立
川
市
立
立
川
第
一
中
学
校

多
田
春
美　
た
だ
・
は
る
み 

主
幹
教
諭
。
教
務
主
任
。
学
力
向
上
推
進

担
当
。「
自
分
に
も
生
徒
に
も
厳
し
く
。
間

違
っ
て
い
る
こ
と
は
躊
躇
せ
ず
叱
る
」

立
川
市
立
立
川
第
一
中
学
校

田
野
倉
宏
美　
た
の
く
ら
・
ひ
ろ
み  

主
幹
教
諭
。副
校
長
補
佐
、生
活
指
導
主
任
。

「
一
つ
ひ
と
つ
の
仕
事
を
丁
寧
に
務
め
、
校

長
と
先
生
方
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
」

立
川
市
立
立
川
第
一
中
学
校

茨　
裕
美　
い
ば
ら
・
ひ
ろ
み

主
幹
教
諭
。
学
力
向
上
推
進
副
担
当
。「
生

徒
と
積
極
的
に
か
か
わ
り
、
た
く
さ
ん
声
を

掛
け
、
会
話
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
」

立
川
市
立
立
川
第
一
中
学
校

荒
井
英
樹　
あ
ら
い
・
ひ
で
き  

主
幹
教
諭
。
学
習
進
路
指
導
主
任
。
研
究

主
任
。「
生
徒
が
１
つ
で
も
分
か
っ
た
と
感

じ
る
授
業
を
目
指
す
」

＊同校の資料を基に編集部で作成

確かな
学力の育成

学習機会の
拡充

家庭学習への
支援

校内研究の
充実

授業改善と
授業力の向上

評価・評定の
活用

図１ 学力向上を図るための全体計画
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こ
れ
を
受
け
て
、
14
年
度
は
最
下
位
層
へ
の
継
続

的
な
指
導
を
行
う
た
め
、
数
学
・
英
語
の
成
績
不
振

者
を
対
象
と
し
た
月
２
回
の
「
水
曜
学
習
教
室
」
も

始
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
効
果
の
あ
っ
た
取
り
組
み

は
す
ぐ
に
拡
充
・
定
着
さ
せ
て
い
く
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
軽
さ
が
、
生
徒
の
学
力
向
上
を
支
え
て
い
る
。

　

上
位
層
か
ら
下
位
層
ま
で
全
生
徒
を
対
象
と
す
る

補
習
が
「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
だ
。
夏
季
休
業
前
の

６
日
間
、
ほ
ぼ
全
教
科
で
選
択
制
の
99
講
座
を
設
け

る
。
国
数
英
は
、
小
学
校
段
階
の
学
習
内
容
の
復
習

か
ら
、
高
校
受
験
に
必
要
な
発
展
的
な
内
容
ま
で
、

幅
広
く
網
羅
す
る
。
同
校
の
全
教
員
が
指
導
に
当
た

る
ほ
か
、
小
学
校
の
復
習
は
小
学
校
教
員
、
発
展
的

な
内
容
は
塾
講
師
に
も
指
導
に
入
っ
て
も
ら
う
。
も

ち
ろ
ん
、受
講
費
は
無
料
だ
。生
徒
は
、各
学
年
30
前

後
の
講
座
の
中
か
ら
選
ぶ
こ
と
も
楽
し
ん
で
い
る
よ

う
で
、
13
年
度
は
前
年
に
比
べ
て
、
全
学
年
で
生
徒

が
参
加
す
る
コ
マ
数
が
増
え
た
。
こ
こ
に
も
、
学
校

の
求
心
力
が
高
ま
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

指
導
内
容
の
工
夫
と
共
に
、
教
員
の
負
担
感
を
減

ら
し
、
指
導
や
校
務
に
当
た
る
時
間
を
増
や
す
こ
と

も
、
取
り
組
み
の
成
否
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　

そ
の
１
つ
が
外
部
人
材
の
活
用
だ
。
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
で
は
、
小
学
校
や
塾
と
連
携
し
て
講
師
を
派

遣
し
て
も
ら
う
。
水
曜
学
習
教
室
や
定
期
考
査
前
に

実
施
す
る
土
曜
学
習
教
室
で
は
、
他
校
の
非
常
勤
講

師
や
大
学
生
を
学
習
支
援
員
と
し
て
招
い
て
い
る
。

國
島
校
長
を
始
め
、
教
員
の
人
脈
を
活
用
し
て
人
材

の
確
保
に
努
め
た
。

　

も
う
１
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
教
育
課
程
の
工
夫
だ
。

例
え
ば
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教
室
は
、
13
年
度
ま
で

は
６
時
間
目
の
後
に
実
施
し
て
い
た
た
め
、
教
員
だ

け
で
な
く
、
生
徒
の
負
担
も
大
き
か
っ
た
。
そ
こ
で

14
年
度
は
、
６
時
間
目
を
な
く
し
、
補
習
の
時
間
に

充
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
員
全
員
が
指
導
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
参
加
率
も
大
幅
に
高
く
な
っ
た
。
な

お
、
削
減
し
た
授
業
時
間
分
は
、
土
曜
日
と
、
夏
季

休
業
期
間
を
短
縮
し
て
補
充
し
て
い
る
。

　

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
日
程
も
工
夫
し
た
。
同
校
の

夏
季
休
業
は
７
月
25
日
～
８
月
26
日
。
以
前
は
夏
季

休
業
直
後
と
終
了
直
前
の
各
３
日
間
で
、
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
た
。
14
年
度
は
、
夏
季
休
業
直

前
の
６
日
間
に
集
中
さ
せ
、
午
前
中
は
通
常
授
業
、

午
後
に
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
設
定
し
た
。
こ
の
日
程

変
更
は
、
時
間
割
の
作
成
や
講
師
の
確
保
に
も
良
い

影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
、
主
幹
教
諭
の
多
田
春

美
先
生
は
指
摘
す
る
。

　
「
夏
季
休
業
中
に
補
習
を
実
施
す
る
と
、
教
員
の

希
望
日
時
を
集
約
す
る
の
が
大
変
で
、
か
つ
塾
の
夏

季
講
習
と
も
重
な
る
た
め
外
部
講
師
の
確
保
が
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
夏
季
休
業
前
に
ま
と
め

て
行
う
こ
と
で
、そ
れ
ら
の
問
題
が
解
決
で
き
る
上
、

外
部
講
師
が
指
導
に
当
た
る
時
間
帯
に
は
、
教
員
は

校
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
後
半
の

３
日
間
は
通
常
の
学
校
が
夏
休
み
に
入
っ
て
い
る
た

め
、
そ
の
期
間
に
小
学
校
教
員
を
招
く
こ
と
が
出
来

る
の
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
」

　

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
参
加
率
は
、
前
年
比
で
、
３

年
生
38
％
→
51
％
、
２
年
生
43
％
→
73
％
に
増
え
て

い
る
の
も
、
こ
う
し
た
日
程
上
の
工
夫
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。

　

学
力
層
の
拡
大
へ
の
対
応
で
は
、
教
員
が
補
習
や

家
庭
学
習
を
手
厚
く
指
導
す
る
だ
け
で
な
く
、
生
徒

自
身
が
学
習
上
の
課
題
を
把
握
し
、
自
ら
解
決
し
て

い
く
姿
勢
を
養
う
こ
と
も
大
切
だ
。
同
校
で
は
、
そ

う
し
た
生
徒
の
課
題
発
見
・
解
決
力
の
向
上
を
ね
ら

い
と
し
た
評
価
・
評
定
の
活
用
に
も
力
を
入
れ
る
。

　

課
題
発
見
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
手
法
が
、
各
教

科
で
作
成
し
て
い
る
シ
ラ
バ
ス
だ
。
同
校
な
ら
で
は

の
特
徴
は
、
各
単
元
の
指
導
目
標
や
評
価
の
観
点
に

加
え
、
ノ
ー
ト
や
小
テ
ス
ト
な
ど
の
評
価
材
料
、
観

点
ご
と
の
割
合
を
示
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
各
学
期

の
冒
頭
に
配
布
し
、
各
教
科
が
何
を
生
徒
に
求
め
て

い
る
の
か
を
、
最
初
の
授
業
で
詳
し
く
解
説
す
る
。

研
究
主
任
の
荒
井
英
樹
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
詳
細
な
シ
ラ
バ
ス
の
作
成
は
大
変
で
す
が
、
立

川
市
教
育
委
員
会
に
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

年
間
指
導
計
画
の
書
式
を
同
じ
形
に
す
る
こ
と
で
、

負
担
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。い
っ
た
ん
作
成
す
れ
ば
、

外
部
人
材
の
活
用
と
教
育
課
程
の
工
夫
で

全
校
体
制
の
指
導
を
実
現

◉
教
員
の
負
担
を
減
ら
す
工
夫

終
業
式
３
日
前
に
通
知
表
を
渡
し

す
ぐ
に
反
省
と
目
標
を
考
え
さ
せ
る

◉
評
価
・
評
定
の
活
用
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後
は
日
々
の
授
業
の
様
子
か
ら
、
若
干
の
修
正
を
加

え
る
だ
け
な
の
で
大
き
な
負
担
に
は
な
り
ま
せ
ん
」

　

学
期
末
に
は
、
シ
ラ
バ
ス
の
評
価
方
法
欄
に
「
授

業
観
察
２
％
」「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
５
％
」
な
ど
、
更

に
詳
細
な
割
合
を
加
え
た「
評
価
説
明
資
料
」（
図
２
）

を
作
成
し
、
終
業
式
の
３
日
前
に
通
知
表
（
学
習
の

記
録
）
と
共
に
配
布
す
る
。
生
徒
は
こ
れ
ら
を
見
な

が
ら
、「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」（
図
３
）
に
各
教
科
の

反
省
、
次
の
学
期
に
向
け
た
目
標
な
ど
を
記
入
し
、

終
業
式
ま
で
に
担
任
に
提
出
す
る
。
担
任
は
そ
れ
を

全
て
チ
ェ
ッ
ク
し
、
反
省
す
べ
き
点
に
気
付
い
て
い

な
い
生
徒
、
適
切
な
目
標
設
定
が
出
来
て
い
な
い
生

徒
に
対
し
て
は
個
別
に
、「
ノ
ー
ト
が
提
出
で
き
て

い
な
か
っ
た
か
ら
Ｃ
で
は
な
い
か
な
」
な
ど
と
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
。友
だ
ち
同
士
で
シ
ー
ト
を
見
せ
合
い
、

な
ぜ
評
価
が
低
い
の
か
を
分
析
す
る
姿
も
見
ら
れ
る

と
い
う
。
評
価
方
法
の
開
示
と
振
り
返
り
が
、
課
題

の
発
見
と
解
決
方
法
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

改
革
の
成
果
は
学
力
向
上
の
形
で
明
確
に
表
れ
て

い
る
。
東
京
都
「
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
を
図
る

た
め
の
調
査
」
は
改
革
２
年
目
で
都
の
平
均
正
答
率

を
超
え
、
国
語
、
数
学
、
英
語
の
３
教
科
は
知
識
・

技
能
、
思
考
・
判
断
・
表
現
の
い
ず
れ
も
大
き
く
向

上
し
た
。「
生
徒
に
よ
る
授
業
評
価
」
か
ら
読
み
取

れ
る
学
習
意
欲
も
、
13
年
度
は
前
年
比
で
国
語
49
％

→
77
％
、
英
語
46
％
→
78
％
と
改
善
し
、
補
充
教
室

の
参
加
率
も
大
幅
に
向
上
し
た
。
14
年
度
に
立
川
市

の
全
公
立
中
学
校
で
外
部
人
材
登
用
の
た
め
の
特
別

予
算
が
計
上
さ
れ
た
の
も
、
同
校
の
取
り
組
み
の
影

響
が
大
き
い
と
い
う
。
校
区
の
小
学
校
か
ら
同
校
に

進
学
す
る
上
位
層
も
確
実
に
増
え
て
い
る
。

　

一
方
、
課
題
も
あ
る
。
１
つ
は
継
続
的
な
人
材
確

保
だ
。「
現
在
は
研
究
指
定
を
受
け
て
い
る
た
め
資

金
は
潤
沢
で
す
が
、
こ
の
状
態
が
続
く
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
公
募
す
る
な
ど
、
今
以
上

に
外
部
人
材
の
確
保
に
工
夫
を
凝
ら
す
必
要
が
あ
り

ま
す
」
と
多
田
先
生
は
強
調
す
る
。
も
う
１
つ
は
、

13
、
14
年
度
に
指
定
を
受
け
た
東
京
都
の
「
学
力
向

上
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
」
に
基
づ
き
小
中
連
携

を
深
化
さ
せ
る
こ
と
だ
。

　
「
小
中
連
携
を
一
過
性
の
も
の
で
終
わ
ら
せ
ず
、

学
力
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
で
、
本
校
も
更
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い

く
と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
國
島
校
長
）

学力二極化への対応
國島校長が考える

　学力や意欲の二極化を始め、現在の学校課題に
対応するためには、教務・生活・進路という従来
型の組織では限界があります。本校では、主幹
教諭を「学力向上」「評価」など分野ごとの特命
担当に任命し、企画立案から実践まで任せていま
す。その前提として、担当授業時数を軽減するな
ど、十分に能力を発揮してもらうための環境整備
も行っています。先生方に活躍の場を与え、次世
代のリーダーを育てることが、持続性のある学校
運営に欠かせないと思います。

継
続
的
な
人
材
確
保
と

小
中
連
携
が
今
後
の
課
題

◉
成
果
と
課
題

図２ 「評価説明資料」１学年国語の例

評価方法を「評価説明資料」から選び、頑張れたことは○、
頑張れなかったことは×として、次の目標を書かせる
＊同校の資料を基に編集部で作成

学期冒頭で配布したものに、評価材料ごとの割合を加えたり、評価材
料に用いなかった項目を二重線で示したりしている
＊同校の資料をそのまま掲載

＊ 2 点共、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイトで拡大してご覧いただけます。http://berd.benesse.jp > 教育情報＞中学校向け

図３ 「振り返りシート」

http://berd.benesse.jp/magazine/chu/dwdata/data_chu.php
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十
文
字
中
学
校
は
、
１
学
年
約
50
人
の
小
規
模
校

だ
。
過
疎
化
が
進
む
農
村
地
域
に
位
置
し
、
地
域
の

子
ど
も
の
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
毎
年
全
世

帯
が
一
律
５
０
０
円
の
寄
付
金
を
同
校
に
寄
せ
る
な

ど
、
同
校
に
対
し
、
住
民
は
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
同
校
で
は
２
０
１
０
年
度
に
赴
任

し
た
佐
々
木
隆
良
校
長
の
主
導
の
下
、
独
自
の
学
力

向
上
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
＊
）。
そ
の
柱
は
「
経

営
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
と
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
十
文

字
構
想
」
だ
（
図
１
）。
経
営
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、

教
育
活
動
の
改
善
が
中
心
と
な
る
。
一
方
、
デ
ィ
ス

カ
バ
ー
十
文
字
構
想
で
は
、
教
育
課
程
外
の
活
動
に

よ
る
学
力
向
上
、
志
の
涵
養
、
地
域
へ
の
愛
着
や
誇

り
を
育
む
活
動
が
中
心
と
な
る
。
自
校
の
良
さ
を
発

見
す
る
と
同
時
に
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、
再

発
見
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
、
そ
の
名
前
に
込

め
ら
れ
て
い
る
と
、
井
手
眞
理
教
頭
は
説
明
す
る
。

　
「
志
を
高
め
な
い
限
り
生
徒
は
心
の
底
か
ら
勉
強

を
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
せ
ん
。
内
発
的
動
機
付
け
が

生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
勉
強
の
質
が
変
わ
り
『
他

人
に
さ
せ
ら
れ
る
勉
強
』
か
ら
『
自
分
で
す
る
勉
強
』

へ
と
変
わ
っ
て
い
く
の
で
す
」

志
を
高
め
、上
位
層
が
け
ん
引
す
る

学
校
づ
く
り
で
、全
体
を
底
上
げ

福
岡
県
　

朝
倉
市
立
十
文
字
中
学
校

十
文
字
中
学
校
で
は
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
訪
問
や
検
定
取
得
者
の
表
彰
な
ど
に
よ
り
高
い
志
を
育
み
、
学
習
意
欲
を
引

き
出
す
指
導
を
重
視
し
て
い
る
。
向
上
心
の
高
い
学
力
上
位
層
の
意
識
に
働
き
掛
け
、
け
ん
引
役
と
す
る
こ
と
で
、
学

校
全
体
の
学
力
の
底
上
げ
を
図
り
、
県
平
均
を
大
き
く
上
回
る
学
力
向
上
を
実
現
し
た
。

学
校
事
例

3

＊十文字中学校の取り組みは、本誌 2012 年 Vol.1 の特集でも紹介しています。
併せてご覧ください。バックナンバーはベネッセ教育総合研究所のウェブサイト
でご覧いただけます。http://berd.benesse.jp ＞教育情報＞中学校向け

志
を
高
め
る
指
導
に
よ
っ
て

「
自
分
で
す
る
勉
強
へ
」

◉
取
り
組
み
の
ね
ら
い

高い志を持ち、たくましく生きる生徒の育成

ディスカバー十文字構想

●

●

●

夏講座・冬講座
ブリリアントスチューデン
ト表彰
文中式ノート検定　ほか

■文中寺子屋塾

●

●

●

この人に学ぶ
大学キャンパス訪問
十文字しぐさ検定　ほか

■文中未来塾

●

●

加勢しちゃる隊の取り組み
英彦山遠行会　ほか

■ぶんぶんコミュニティー

経営システムの構築

●

●

●

１人年間2回の研究授業
模擬授業→研究授業
→授業整理会
ルーブリックの活用 ほか

■授業改善システム

●

●

ＳＷＯＴ分析の活用
経営ビジョンの共有 ほか

■組織マネジメント

●

●

学校評議員
マイスクール委員会 ほか

■地域連携

＊同校の資料を基に編集部で作成

信頼される学校

確
か
な
学
力

た
く
ま
し
い
身
体

た
く
ま
し
い
心

図１ 取り組みの全体像

http://berd.benesse.jp/magazine/chu/


15 ［中学版］2014 Vol .2

特集

広がる学力格差への多様な取り組み

　

向
上
心
の
あ
る
学
力
上
位
層
の
意
識
を
更
に
高
め

る
こ
と
で
、学
年・学
級
全
体
の
雰
囲
気
が
引
き
締
ま

り
、中・下
位
層
が
引
っ
張
ら
れ
て
学
力
の
底
上
げ
を

図
れ
る
と
い
う
の
が
、
同
校
の
考
え
だ
。
デ
ィ
ス
カ

バ
ー
十
文
字
構
想
の
ね
ら
い
は
、
そ
の
土
台
と
な
る

生
徒
同
士
が
高
め
合
う
環
境
を
つ
く
る
点
に
あ
る
。

　

進
路
意
識
の
向
上
に
最
も
成
果
を
上
げ
て
い
る
の

が
、「
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
訪
問
」（
写
真
１
）。
２
年

生
12
月
に
行
う
修
学
旅
行
の
行
き
先
を
あ
え
て
東
京

に
し
、
同
校
卒
業
生
や
朝
倉
市
出
身
の
先
輩
が
通
う

難
関
大
を
訪
れ
る
。
先
輩
た
ち
か
ら
大
学
生
活
や
、

将
来
の
夢
と
そ
の
た
め
の
努
力
、
中
学
・
高
校
時

代
の
自
分
に
つ

い
て
聞
く
た
め

だ
。

　

13
年
度
は
、

東
京
大
や
東
京

外
国
語
大
、
早

稲
田
大
な
ど

に
、
１
人
２
校

ず
つ
訪
問
し
て

先
輩
の
話
を
聞

き
、
大
学
の
施

設
や
授
業
を
見

学
し
た
。「
中

学
時
代
は
内
気
だ
っ
た
け
れ
ど
、
得
意
科
目
を
頑
張

り
続
け
た
こ
と
が
自
信
に
な
っ
た
」「
友
だ
ち
か
ら

ガ
リ
勉
と
言
わ
れ
た
け
ど
、
む
し
ろ
そ
れ
を
誇
り
に

し
て
頑
張
っ
た
」
な
ど
、
悩
み
や
困
難
を
乗
り
越
え

て
志
望
を
実
現
し
た
先
輩
の
リ
ア
ル
な
話
に
、
生
徒

も
引
率
の
教
員
も
真
剣
に
耳
を
傾
け
る
と
い
う
。

　

あ
ら
ゆ
る
学
力
層
に
響
く
の
も
大
学
訪
問
の
良
さ

と
、
研
究
主
任
の
城
戸
学
吏
先
生
は
語
る
。

　
「
上
位
層
は
最
先
端
の
研
究
に
触
発
さ
れ
、
中
位

層
は
も
っ
と
上
を
目
指
し
て
頑
張
ろ
う
と
い
う
意
識

が
芽
生
え
て
き
ま
す
。
下
位
層
も
、
大
学
が
ど
う
い

う
と
こ
ろ
か
を
知
り
、
大
学
進
学
を
見
据
え
て
、
志

望
の
高
校
を
変
更
す
る
生
徒
も
い
ま
す
」

　

２
年
生
全
員
が
訪
れ
る
た
め
、
訪
問
先
が
同
校
卒

業
生
だ
け
で
は
足
り
ず
、
佐
々
木
校
長
の
前
任
校
の

卒
業
生
や
教
員
の
知
人
に
も
当
た
っ
て
協
力
者
を
募

る
。
同
校
出
身
で
は
な
く
て
も
、
地
元
の
後
輩
の
た

め
な
ら
と
、
快
く
引
き
受
け
て
く
れ
る
朝
倉
市
出
身

の
学
生
は
少
な
く
な
い
。

　

実
施
時
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
事
前
の
準
備
や

調
べ
学
習
の
徹
底
に
あ
る
と
、
城
戸
先
生
は
話
す
。

　
「
単
な
る
見
学
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
は
、
事

前
指
導
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
訪

問
先
の
大
学
や
学
部
の
情
報
を
調
べ
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
学
生
へ
の
質
問
項
目
を
考
え
さ
せ
、
教
員
が
全

て
確
認
し
ま
す
。
漠
然
と
し
た
質
問
に
は
、
よ
り
焦

点
化
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
」

　

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
時
に
は
、
大
学
の
構
内
に
は
ど

の
よ
う
な
掲
示
物
が
貼
っ
て
あ
る
の
か
、
授
業
の
合

間
や
学
食
で
学
生
た
ち
は
ど
う
い
う
会
話
を
し
て
い

る
の
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
着
目
さ
せ
て
い
る
。

　
「
こ
の
人
に
学
ぶ
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
の
第

一
線
で
活
躍
す
る
社
会
人
を
招
き
、
仕
事
の
内
容
や

働
く
意
義
な
ど
を
聞
く
講
演
会
だ
。
毎
年
５
月
、
弁

護
士
や
税
理
士
、企
業
経
営
者
、新
聞
記
者
、陶
芸
家
、

パ
テ
ィ
シ
エ
な
ど
専
門
性
の
高
い
職
種
を
中
心
に
10

人
ほ
ど
を
招
き
、
全
学
年
の
生
徒
が
縦
割
り
で
２
人

の
講
話
を
選
ん
で
聞
く
。
講
師
は
、
同
校
の
教
員
が

難
関
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
訪
問
で

「
上
を
目
指
す
意
識
」を
育
む

◉
志
を
内
発
的
に
高
め
る

未
知
の
人
生
に
立
ち
向
か
う
勇
気
や

希
望
を
与
え
る
社
会
人
の
講
話

朝
倉
市
立
十
文
字
中
学
校
　

校
長

佐
々
木
隆
良
　
さ
さ
き
・
た
か
よ
し  

「
学
校
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、
巻
き
込

み
、
巻
き
込
ま
れ
る
関
係
が
出
来
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
い
」

朝
倉
市
立
十
文
字
中
学
校

田
中
　

誠
　
た
な
か
・
ま
こ
と 

主
幹
教
諭
。「
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
か
な
え

て
い
け
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
」

朝
倉
市
立
十
文
字
中
学
校
　

教
頭

井
手
眞
理
　
い
で
・
ま
り  

「
我
が
子
を
通
わ
せ
た
い
と
思
え
る
よ
う
な

学
校
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
」

朝
倉
市
立
十
文
字
中
学
校

城
戸
学
吏
　
き
ど
・
が
く
り  

研
究
主
任
。「
高
校
受
験
後
を
見
通
し
て
、

自
分
が
な
り
た
い
、
し
た
い
こ
と
は
何
か

を
考
え
ら
れ
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

写真１　大学キャンパス訪問は、大学主導ではなく、生徒が自由
に見て回る。道行く大学生に突撃インタビューをすることもある
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人
脈
を
た
ど
り
、時
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
す
。

　
「
以
前
、
あ
る
生
徒
が
講
演
会
の
感
想
で
『
勉
強

し
な
く
て
も
よ
い
と
思
っ
た
』
と
書
い
て
い
た
の
を

見
て
、
講
師
に
は
必
ず
、
そ
の
職
業
に
就
く
ま
で
に

努
力
し
た
道
の
り
を
語
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ど

ん
な
職
業
で
も
苦
労
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
専
門
性

の
高
い
職
業
な
ら
な
お
さ
ら
で
す
。
自
分
で
は
就
け

な
い
と
今
思
っ
て
い
る
よ
う
な
職
業
で
も
、
努
力
次

第
で
道
が
開
け
る
か
も
し
れ
な
い
、
自
分
に
も
出
来

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
希
望
や
勇
気
を
、
生
徒
た

ち
に
持
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
」（
佐
々
木
校
長
）

　

あ
る
パ
テ
ィ
シ
エ
は
「
学
校
に
通
う
２
０
０
人
の

う
ち
、
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
れ
る
の
は
２
、３
人
」「
海

外
で
は
語
学
だ
け
で
な
く
日
本
文
化
へ
の
理
解
も
大

切
」
と
熱
く
語
っ
た
。
社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
は
何

か
を
職
業
人
か
ら
じ
か
に
聞
く
こ
と
で
、
今
の
学
習

が
将
来
に
ど
う
つ
な
が
る
の
か
、
生
徒
は
お
ぼ
ろ
げ

な
が
ら
も
感
じ
取
り
、学
ぶ
意
味
を
自
覚
し
て
い
く
。

　

志
を
高
め
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
管
理
職
と
生

徒
と
の
対
話
も
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
１
つ
が
、
３

年
生
の
夏
休
み
前
に
行
う
校
長
面
談
だ
。
担
任
に
よ

る
１
学
期
の
進
路
面
談
が
終
わ
る
と
、
志
望
校
を
記

し
た
生
徒
の
個
人
カ
ル
テ
を
基
に
、
佐
々
木
校
長
が

３
年
生
全
員
と
一
人
ひ
と
り
面
談
を
す
る
。
ね
ら
い

は
、
生
徒
の
志
望
校
を
１
ラ
ン
ク
上
げ
る
こ
と
だ
。

志
望
実
現
の
た
め

に
ど
う
い
う
努
力
を

し
て
い
る
の
か
、
何

時
間
学
習
し
て
い
る

の
か
と
い
う
話
を
聞

き
な
が
ら
、「
君
の

力
な
ら
も
っ
と
伸
び

る
」「
最
後
ま
で
諦

め
る
な
」と
励
ま
す
。

合
格
ラ
イ
ン
ぎ
り
ぎ

り
の
生
徒
に
は
「
こ

の
ま
ま
頑
張
れ
ば
大
丈
夫
」
と
伝
え
、
安
易
に
志
望

を
下
げ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
「
１
つ
上
の
目
標
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の

見
え
て
い
る
世
界
が
変
わ
り
、
学
習
の
仕
方
そ
の
も

の
が
変
わ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
普
段
接
す

る
機
会
の
少
な
い
校
長
が
直
接
励
ま
す
こ
と
で
、
自

分
を
見
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
安
心
感
に
つ
な
が

り
、
意
欲
も
湧
く
と
思
う
の
で
す
」（
佐
々
木
校
長
）

　

毎
年
１
学
期
に
全
校
で
実
施
す
る
「
十
文
字
し
ぐ

さ
検
定
」
も
、
管
理
職
が
直
接
生
徒
の
志
を
刺
激
す

る
場
だ
。
管
理
職
や
主
幹
教
諭
と
面
接
を
し
、
社
会

人
と
し
て
必
要
な
マ
ナ
ー
や
、
望
ま
し
い
言
葉
遣
い

な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
検
定
で
あ
る
。
１
年
生
は
初

級
、
２
年
生
は
中
級
、
３
年
生
は
上
級
と
位
置
付
け
、

そ
れ
ぞ
れ
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
３
段
階
で
評
価
し
、
Ｃ
の
生
徒

に
は
Ｂ
評
価
に
な
る
ま
で
追
試
を
行
う
。

　

検
定
で
は
、
服
装
や
言
葉
遣
い
の
チ
ェ
ッ
ク
は
最

低
限
に
と
ど
め
、
面
接
の
中
身
を
重
視
す
る
。「
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
あ
る
目
指
す
文
中
生
の
姿
を
３
つ
言
っ

て
く
だ
さ
い
」「
夢
や
目
標
は
何
で
す
か
」「
そ
の
た

め
に
何
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
か
」
と
い
う
よ
う
に
、

十
文
字
中
生
と
し
て
の
心
構
え
、
夢
の
実
現
に
向
け

て
の
努
力
を
言
葉
に
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
も
図
る
。

　

校
長
や
教
頭
が
面
接
官
と
な
る
の
で
、
生
徒
だ
け

で
な
く
、
傍
ら
で
見
て
い
る
担
任
も
緊
張
す
る
。
井

手
教
頭
は
、「
検
定
が
近
く
な
る
と
、
ど
の
学
級
も

担
任
が
中
心
と
な
っ
て
猛
特
訓
を
し
ま
す
。
担
任
に

と
っ
て
は
、
生
徒
の
姿
を
通
し
て
学
級
運
営
の
質
が

問
わ
れ
る
た
め
、
か
な
り
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ

て
い
る
よ
う
で
す
」
と
述
べ
る
。
マ
ナ
ー
検
定
を
通

し
て
教
員
の
指
導
力
も
磨
か
れ
て
い
く
の
だ
。

　

教
育
課
程
外
で
の
学
力
向
上
策
で
特
に
成
果
を
上

普
段
話
さ
な
い
校
長
か
ら
の
叱
咤
激
励
で

よ
り
高
い
志
望
を
目
指
す

◉
志
を
外
発
的
に
高
め
る

検
定
取
得
者
の
表
彰
制
度
に
よ
り

切
磋
琢
磨
す
る
集
団
づ
く
り

図２ 「夢実現シート」

将来の夢や目的、それを実現するために必要なこと、
自分を変えた体験などを記入するシートで、進路行事
などがある度に年数回書き換えさせる。１年生は漫然
と書いている生徒が多いが、２年生の大学キャンパス
訪問を契機に、よりレベルの高い高校を志望校にする
生徒、「自分の持っている体験（自信のリソース）」の
欄に大学訪問を挙げる生徒など、明確な志望を持ち始
める生徒が多い　　　　＊同校の資料をそのまま掲載
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特集

広がる学力格差への多様な取り組み

げ
て
い
る
の
が
、「
検
定
取
得
者
の
表
彰
制
度
」
だ
。

各
種
検
定
を
級
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
化
し
、
10
ポ
イ
ン

ト
以
上
を
獲
得
し
た
生
徒
を
「
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
」
と
し
て
表
彰
す
る
（
写
真
２
）。

　
「
本
校
の
よ
う
な
小
規
模
校
で
は
競
争
が
生
ま
れ

に
く
い
の
で
、
絶
え
ず
刺
激
を
与
え
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
上
位
層
の
中
に
は
、
学
校
の
学
習
だ
け
で
は

物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た

生
徒
の
才
能
を
開
花
さ
せ
る
た
め
に
も
、
全
国
と
競

え
る
検
定
を
利
用
し
て
い
ま
す
」（
井
手
教
頭
）

　

中
に
は
、
１
人
で
４
つ
、
５
つ
も
の
検
定
を
受
け

る
強
者
も
い
る
。
数
だ
け
で
は
な
く
、
高
校
・
大
学

入
試
の
推
薦
基
準
と
し
て
も
通
用
す
る
準
２
級
・
２

級
な
ど
を
取
得
す
る
生
徒
も
い
る
。
頑
張
っ
た
だ
け

の
成
果
が
形
と
し
て
表
れ
る
と
こ
ろ
に
、
生
徒
は
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

　

最
大
の
効
果
は
、
中
・
下
位
層
の
生
徒
の
間
に
競

争
意
識
が
生
ま
れ
る
こ
と
だ
。
偏
差
値
65
前
後
の
集

団
が
資
格
を
取
り
始
め
る
と
、
必
ず
60
前
後
の
集
団

が
引
っ
張
ら
れ
て
、
学
年
全
体
が
頑
張
ろ
う
と
い
う

空
気
に
包
ま
れ
る
と
い
う
。
主
幹
教
諭
の
田
中
誠
先

生
は
「
検
定
に
向
け
て
友
だ
ち
が
学
ぶ
姿
を
見
て
、

中
・
下
位
層
の
生
徒
の
中
に
も
『
自
分
も
頑
張
ら
な

け
れ
ば
』
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
る
よ
う
で
す
。

難
易
度
の
低
い
級
か
ら
１
つ
ず
つ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

で
き
る
と
こ
ろ
が
、
中
・
下
位
層
の
生
徒
に
も
取
り

組
み
や
す
い
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と

分
析
す
る
。

　

学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
優
秀
な
生
徒
に
は
、

学
年
末
に
「
文
中
寺
子
屋
塾
大
賞
」
が
贈
ら
れ
る
。

基
準
は
「
品
行
方
正
で
勉
学
に
励
み
、
十
文
字
中
生

の
モ
デ
ル
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
物
」
だ
。
成
績
が

上
位
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
検
定
取
得
で
も
実

績
を
挙
げ
、
あ
い
さ
つ
や
掃
除
も
き
ち
ん
と
出
来
、

学
校
や
友
だ
ち
の
た
め
に
率
先
し
て
行
動
で
き
る
。

そ
う
し
た
総
合
的
に
優
秀
な
生
徒
を
佐
々
木
校
長
が

１
、２
名
選
出
し
、
卒
業
式
前
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の

時
に
全
校
生
徒
の
前
で
表
彰
す
る
。

　

生
徒
た
ち
も
意
識
し
て
お
り
、
毎
年
卒
業
式
が
近

く
な
る
と
「
今
年
は
誰
か
」
と
い
う
話
題
で
持
ち
切

り
に
な
る
。
次
点
に
は
「
文
中
未
来
塾
大
賞
」
が
用

意
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
成
績
や
生
活
態
度
な
ど
多
様
な

面
を
評
価
し
て
毎
年
５
、６
名
を
選
出
す
る
。「
優
秀

者
は
全
校
生
徒
の
前
で
褒
め
た
た
え
、
競
争
意
識
を

刺
激
す
る
の
が
ね
ら
い
」と
佐
々
木
校
長
は
述
べ
る
。

　

取
り
組
み
の
成
果
は
、
学
力
に
確
実
に
表
れ
て
い

る
。
14
年
４
月
の
福
岡
県
学
力
分
析
テ
ス
ト
で
は
、

県
平
均
と
の
差
が
、
１
年
生
と
２
年
生
で
は
10
点
以

上
、
３
年
生
は
40
点
以
上
上
回
っ
た
。
ま
た
、
外
部

テ
ス
ト
で
は
、
３
年
生
の
数
学
で
１
年
生
か
ら
学
年

を
追
う
ご
と
に
得
点
が
伸
び
て
い
た
。

　
「
本
校
の
よ
う
な
小
規
模
校
で
も
、
他
校
に
は
な

い
質
の
高
い
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
け
ば
、
必
ず

生
徒
の
学
力
は
伸
び
る
の
で
す
。
先
生
方
や
外
部
の

人
材
を
巻
き
込
み
な
が
ら
教
育
を
展
開
し
、
今
後
も

地
域
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
成
果
を
上
げ
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
佐
々
木
校
長
）

学力二極化への対応
佐々木校長が考える

　学力向上の取り組みで大切なのは、一次関数式
の � ＝ａ�＋ｂでいう、係数ａの数値をいかに上
げていくか。入学時の学力（＝ｂ）がそれほど高く
なくても、ａの数値を数倍に高めることで必ず追
い付けると信じています。それと共に大切にして
いるのが、先生方の主体的な参画です。本校では、
週１回、先生方に学級経営や学習指導の取り組み
のあり方を点検する「学年・学級バリアフリー」
の時間を設けています。双方向の対話により学校
全体を活性化させたいと常に考えています。

学
年
を
追
う
ご
と
に

確
実
に
伸
び
て
い
く
生
徒
の
学
力

◉
成
果

理
想
の
十
文
字
生
を
た
た
え
る

「
文
中
寺
子
屋
塾
大
賞
」

写真２　英語検定、数学検定、漢字検定、歴史能
力検定、ICT プロフィシエンシー検定試験（Ｐ検）
などを、５級で１ポイント、４級で２ポイントなどと
換算し、10 ポイント以上を獲得した生徒は、名前と
顔写真が、合格した検定と共に掲示される
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Q.年度を通じて、対象学級において、以下のことをどのくらいの頻度で行いますか。
諸外国に比べて、生徒の理解度に応じた取り組みが少ない図１

Q.「学力の二極化・多極化対策」として効果があると思われる施策はどれですか。

学力の二極化に有効な取り組みは
「学び合い」「家庭学習指導」「補習」

図２

　指導方法を国際比較した調査結果を見ると、日本は諸外国に比べ、生徒の理解度に応
じた取り組みの頻度が低いことが分かった。同調査では、「支援職員の不足」も、参加
国平均 46.9％に比べて、日本は 72.4％と大きく差が付いた。このような厳しい条件下
にあって、生徒の学力に応じた個別指導をいかに行っていくかが、課題といえるだろう。

注）４段階のうち「ほとんどいつも」「しばしば」と回答した割合の合計値
出典／ＯＥＣＤ国際教員指導環境調査（2013年２～３月実施。34カ国・地域が参加。日本は192校、3,484人が回答）

　小誌読者モニターの先生方に、学力の二極化・多極化対策として効果があると思われ
る施策を聞いたところ、トップは「学び合い」で、「家庭学習指導の充実」「補習」と
続いた。補習は、立川市立立川第一中学校の記事でも紹介したが、いずれも幅広い学力
層に応じた指導が可能であり、多くの学校が取り入れている。「教材の工夫」「小中連
携」「習熟度別指導」「言語活動の充実」も、半数以上の先生から支持されている。

注）14施策の中から「とても効果的」「まあ効果的」と思われるものを全て選択
出典／『VIEW21中学版』読者モニターアンケート（2014年6月実施。回答者数76人）

とても効果的 まあ効果的

80700 2010 4030 6050
（％）

前回の授業内容の
まとめを示す

生徒のワークブックや
宿題をチェックする

全生徒が単元の内容を
理解していることが確認されるまで、
類似の課題を生徒に演習させる

学習が困難な生徒、進度が速い生徒には、
それぞれ異なる課題を与える

学び合い

家庭学習指導の充実

補習

教材の工夫

小中連携

習熟度別指導

言語活動の充実

チーム・ティーチング

管理職のリーダーシップ

実践的な教員研修

学力調査の活用

キャリア教育

表彰制度

その他

1000 20 40 60 80
（％）

73.5
59.8

72.1
61.3

67.3
31.9

44.4
21.9

参加国平均
日本

31.6 40.8

30.3 38.2

22.4 38.2

36.8 22.4

28.9 28.9

25.0 30.3

15.8 36.8

10.5 32.9

18.4 19.7

18.4 18.4

2.6 34.2

10.5 19.7

3.9 17.1

7.9 7.9

全
国
の
学
校
が
挑
戦
す
る
多
様
な
取
り
組
み

日
本
の
学
力
格
差
へ
の
取
り
組
み
は
、
諸
外
国
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。
全
国
の
先
生
方
が
学
力
格
差
に
有
効
と
考
え
て
い
る
手
立
て
は
何
か
。

調
査
結
果
か
ら
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
本
特
集
の
取
材
の
過
程
で
全
国
の
中
学
校
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
中
か
ら
、
特
徴
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

学
校
事
例

4
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広がる学力格差に対するさまざまな実践事例図３

小中連携 

習熟度別授業 

ユニバーサル
デザイン

ICTの活用 

保護者連携 

教材の工夫 

補習

家庭学習指導の
充実 

学び合い 

施　策 実践内容（ねらい）

◎自分の考えを書いたものをペアで共有した後、机間指導でチェックしておいた生徒を意図的に指名して、学級
全体に広げ、焦点化することで、多様な考えに気付かせるようにしている。自分の考えを書けない生徒もペア
の生徒から気付きや発見を得られるため、学びのきっかけになっている。活動を継続するうちに書くことに抵
抗感が薄れ、結果として落ち着きが生まれたため、成績も向上した。[宮城県／D中学校]

◎「教えるのはムダ」と言う生徒がいたが、教員がきちんと褒めると共に、教えることの意味（教えることは難し
いが理解が深まることや、説明できてはじめて本物の学力であることなど）を伝え、教えてもらった生徒にも
感謝の言葉を伝えるように指導したところ、自ら他の生徒にも教えるようになった。[岩手県／Ｉ中学校] 

◎授業で解説を聞いている時は理解できたつもりでも、家庭では解けない生徒がいる。１人で勉強する方法をい
かに授業で伝えるかが大事。単なる解説ではなく、「この時、既習事項のここを使う」と具体的に示したり、「こ
こでは何を使えばいいかな？」と考えさせたりすることで、１人で解く時も出来るようした。[青森県／Ｔ中学校] 

◎毎週月曜日は「ノー部活デー」にして、国数英を軸に、教員全員で放課後補習を実施。実技教科担当教員にも
国数英を指導してもらうので、生徒４～５人につき教員１人と少数指導が出来、参加する生徒の目も輝いている。
[佐賀県／Ｍ中学校] 

◎授業で使うワークシートを「100字で」「150字で」「2段落で200字で」など、学力層別に３種類作成。どれを
選ぶのかは生徒に任せると、各自それぞれに合ったものを選び、授業での成就感が高まった。下位層にも「押
し付けられた」という意識をもたせないようにすることがポイントだと感じている。[青森県／Ｔ中学校]

◎単元が終わると実施する「確認プリント」は、１枚のプリントの中に「基礎」から「応用」まで段階別に問題
を作成することで、どの生徒も必ず解けるため、積極的に学習に取り組むことが出来た。 [愛媛県／H中学校] 

◎小学校の算数加配教員に週３回、出前授業でTTに入ってもらっているが、小学校時代に算数が苦手だった生徒
を把握しているので助かる。１・２年生向けの夏季補習でも、５日間で延べ30人ほどの小学校教員が出前授業。
小学校の内容からフォローしてくれ、小学校に戻ってから自分の授業にも生かしている。[山口県／Ｋ中学校]

◎中学１年生の３月に、小学６年生との合同授業で、１年間の英語で習ったことを発表させている。中学１年生
は発表準備の過程で、理解できていなかったところを補えるため集大成になる。小学６年生は１年後のゴール（目
標）が明確になる。その他、教員が小学校の授業見学や研究会などに行きやすいように、必要に応じて時間割
を組み替え、自習にならないようにしている。[宮崎県／Ｍ中学校] 

◎数学で学力格差が大きいため、１年生後半からテストの結果に応じて、２学級を４つの習熟度別クラスに再編
している。２年生は生徒の希望も取るが、ある程度は意図的にクラスを分ける。３年生は完全に習熟度別だ。
単元によってもクラス替えをした結果、低学力層の底上げが出来た。下位層の生徒も、少人数指導で「やれば
出来る」と思えたら、向上心が芽生える。[東京都／Ｆ中学校] 

◎ユニバーサルデザインは得意不得意による格差も補える。授業の導入時に50分間の流れを示すことで、落ち着
いて授業に臨めたり、重要箇所は色や記号を全教科で統一すると、学力下位層の生徒にとってもポイントが分
かりやすくなった。[佐賀県／Ｍ中学校] 

◎社会科の単元導入時に、教室設置のプロジェクターで単元のDVD（3分間程度）を見せると、学力下位層の生徒
にも興味を視聴覚的に喚起できる。教科書に載っていない映像や、鉄砲の大きな音など、シンプルなほうが効
果が高い。[東京都／Ｏ中学校]

◎教室設置の電子黒板に、デジタル教科書を投影しながら授業すると、「○ページを開いて」と言ってすぐに開け
ないような生徒でも授業についてこられる。顔を上げて説明を聞くことになるので、生徒の理解度も把握しや
すい。また、グラフの変化は動的に見せられるので、理解が深まり授業に参加するようになる。[佐賀県／Ｍ中学校]  

◎通知表は終業式に生徒へ渡すのではなく、長期休業前の３日間、三者面談期間を設け、教科担当からのコメン
トと共に１人ずつ保護者へ手渡している。長期休業中の学習計画や、次学期の目標につなげている。[三重県／
Ｋ中学校] 

◎「半日学校見学日」を設定。保護者に、授業中だけでなく、休み時間や掃除時間も含め、学校生活の実態をじっ
くり見てもらう。その中で、提出物の忘れ物や居眠りなど、家庭生活（学習環境や就寝時間など）と結び付け
て要因を解説していくと、協力を得やすくなる。[滋賀県／Ｏ中学校] 
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木
村　

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
は
家
庭

環
境
に
よ
る
子
ど
も
の
学
力
格
差
が
諸
外
国
に
比
べ

て
小
さ
く
、
国
際
的
に
見
る
と
、
学
校
教
育
が
平
等

化
を
実
現
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
現
場
の
先
生
方
に
は
、
学
力
格
差
へ
の
対

応
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
が
あ
る
の
も

事
実
で
す
。
中
学
校
の
先
生
に
話
を
う
か
が
う
と
、

「
家
で
は
勉
強
で
き
な
い
」「
塾
に
行
け
な
い
」
な
ど

家
庭
に
よ
る
違
い
が
あ
る
中
で
、
学
校
が
ど
こ
ま
で

出
来
る
か
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
先
生
が
多
く
、
そ

の
点
は
非
常
に
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

奈
須　

文
部
科
学
省
の
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
」
の
結
果
を
見
て
も
、
学
力
の
分
散
は
縮
ま
っ
て

い
る
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
二
極
化
が
課
題
に

な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
む
し
ろ
先
生
方
の

意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
証
拠
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
ど
の
よ
う
な
生
徒
で
あ
っ
て
も
、
自
分
た
ち
が
責

任
を
持
っ
て
指
導
す
る
」「
社
会
的
公
正
を
実
現
す

る
た
め
に
、
全
て
の
生
徒
の
発
達
を
保
障
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
い
う
気
概
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
、

素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

木
村　

今
回
紹
介
し
た
学
校
事
例
で
は
、
各
校
の
特

色
が
よ
く
表
れ
て
い
ま
し
た
。
自
校
の
課
題
や
特
徴

を
正
確
に
捉
え
、
自
分
た
ち
が
使
え
る
教
育
リ
ソ
ー

ス
を
最
大
限
活
用
し
、
解
決
に
向
け
て
果
敢
に
挑
戦

さ
れ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

奈
須　

３
つ
の
事
例
校
は
、
こ
れ
ま
で
の
定
型
的
な

ノ
ウ
ハ
ウ
に
と
ら
わ
れ
ず
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
ど

ん
ど
ん
出
し
て
、「
ま
ず
は
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い

う
前
向
き
な
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
校
長

先
生
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
独
自
性
を
打

ち
出
し
、
先
生
方
は
そ
れ
を
受
け
と
め
て
自
由
闊か

っ

達た
つ

に
議
論
を
す
る
と
い
う
雰
囲
気
が
、
ど
の
学
校
に
も

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

何
よ
り
も
重
要
な
の
は
、
生
徒
の
視
点
に
立
っ
た

取
り
組
み
に
な
っ
て
い
る
点
で
す
。
朝
倉
市
立
十
文

字
中
学
校
が
行
う
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
訪
問
（
Ｐ
．15

参
照
）
の
よ
う
に
、
近
く
に
大
学
が
な
く
、
将
来
の

「
知
識
の
習
得
」か
ら
「
意
味
理
解
」へ

「
学
習
の
本
質
」の
捉
え
直
し
が
、学
力
底
上
げ
の
鍵

本
特
集
で
は
、
学
校
現
場
の
実
践
事
例
と
各
種
デ
ー
タ
を
基
に
、
広
が
る
学
力
格
差
の
実
態
と
課
題
解
決
の
方
策
を
探
っ
て
き
た
。

そ
れ
を
受
け
て
本
稿
で
は
、
教
育
心
理
学
・
教
育
方
法
学
を
専
門
と
す
る
上
智
大
の
奈
須
正
裕
教
授
と

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所
初
等
中
等
教
育
研
究
室
長
の
木
村
治
生
に
、

事
例
校
の
取
り
組
み
の
総
括
と
学
力
の
二
極
化
の
解
消
に
向
け
た
展
望
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

対
談

今
の
教
員
は
全
て
の
生
徒
に

責
任
を
持
と
う
と
す
る
気
概
が
高
い

管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と

生
徒
の
視
点
に
立
っ
た
取
り
組
み
が
秀
逸
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イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
に
く
い
生
徒
た
ち
に
、
大
学
生
の

姿
を
見
せ
て
志
を
持
た
せ
る
と
い
う
発
想
は
、
学
習

さ
せ
て
学
力
を
高
め
よ
う
と
い
う
従
来
の
学
力
観
に

と
ら
わ
れ
て
い
た
の
で
は
、
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
立
川
市
立
立
川
第
一
中
学
校

で
も
、
生
徒
が
補
習
に
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、
時

期
や
時
間
割
を
工
夫
す
る
な
ど
、
生
徒
側
の
視
点

に
立
っ
て
補
習
を
企
画
し
て
い
ま
す
（
Ｐ
．11
参
照
）。

限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
を
ど
の
よ
う
に
配
分
し
て
最
適

化
を
図
る
の
か
と
い
う
、
良
い
意
味
で
民
間
企
業
的

な
発
想
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

木
村　

立
川
第
一
中
学
校
が
行
っ
て
い
る
、
通
知
表

を
終
業
式
の
３
日
前
に
渡
す
と
い
う
取
り
組
み
も
印

象
的
で
す
ね
（
Ｐ
．12
参
照
）。「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」
の
結
果
を
見
る
と
、
自
分
で
計
画
を
立
て

て
学
習
し
た
り
、
テ
ス
ト
で
間
違
え
た
問
題
を
学
習

し
た
り
す
る
子
ど
も
の
学
力
が
高
い
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
学
習
方
法
の
指
導

を
し
て
い
る
学
校
の
学
力
が
高
い
こ
と
も
、
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
量
を
こ
な
せ
ば
よ
い
の
で

は
な
く
、
自
分
の
学
習
を
振
り
返
っ
て
、
何
が
出
来

な
か
っ
た
の
か
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
大
事

で
あ
り
、そ
こ
か
ら
生
徒
自
身
が
目
標
を
決
め
た
り
、

ど
う
い
う
学
習
手
段
が
使
え
る
か
を
考
え
た
り
す
る

こ
と
が
、
学
力
向
上
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

奈
須　

学
習
の
基
盤
で
あ
る
学
校
生
活
を
安
定
さ
せ

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
の
点
、
青
森
市
立
沖
館
中

学
校
で
は
、
生
徒
と
教
員
と
の
距
離
が
近
い
こ
と
に

加
え
て
、
教
員
同
士
が
結
束
し
、
学
習
の
基
盤
を
整

え
て
い
ま
し
た
（
Ｐ
．８
参
照
）。
生
徒
の
生
活
や
生

き
方
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
学
習
意
欲
を
引
き
出
し
て

い
く
と
い
う
の
は
、
日
本
の
先
生
方
の
す
ご
い
と
こ

ろ
で
す
。

木
村　

課
題
整
理
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
学
力
上
位

層
と
下
位
層
の
違
い
を
検
証
し
て
い
く
と
、
学
習
を

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
力
や
、
自
分
の
学
習
状
況
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
力
に
、
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
（
Ｐ
．５
参
照
）。
学
力
格

差
を
解
消
す
る
上
で
、
そ
う
し
た
学
習
方
略
に
も
目

を
向
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

奈
須　

学
習
が
苦
手
な
生
徒
は
、
必
ず
し
も
学
習
を

し
て
い
な
い
の
で
は
な
く
、
学
習
の
方
略
に
課
題
が

あ
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
頑
張
っ
て
も
報
わ
れ
な

い
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
努
力
す
る
ベ
ク
ト

ル
の
方
向
が
間
違
っ
て
い
る
の
で
す
。
沖
館
中
学
校

の
ス
タ
デ
ィ
タ
イ
ム
が
成
果
を
上
げ
て
い
る
の
は
、

教
員
が
生
徒
の
側
に
つ
い
て
、
質
の
高
い
方
法
で
自

学
自
習
を
出
来
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
（
Ｐ
．６

参
照
）。

　

授
業
で
こ
れ
だ
け
勉
強
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
学

習
の
仕
方
も
身
に
付
い
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
先
生

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例

え
ば
、
国
語
で
は
、
文
章
の
ど
の
部
分
に
注
目
し
て
、

主
人
公
の
気
持
ち
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
方
法
論

が
、授
業
で
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

学
力
下
位
層
の
課
題
は

学
習
量
よ
り
も
学
習
方
略
に
あ
る

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所

初
等
中
等
教
育
研
究
室
長

木
村
治
生

き
む
ら
・
は
る
お
◎
初
等
・
中
等
教
育
領
域
を
中
心
に
子
ど
も
、
保
護
者
、

教
員
を
対
象
と
し
た
意
識
や
実
態
の
調
査
研
究
、
教
育
市
場
（
産
業
）
の

調
査
な
ど
を
担
当
。
文
部
科
学
省
や
経
済
産
業
省
、
総
務
省
か
ら
委
託
を

受
け
た
調
査
研
究
に
も
数
多
く
携
わ
る
。
現
在
、
東
京
大
客
員
准
教
授
を

兼
任
。

上
智
大　
総
合
人
間
科
学
部
教
育
学
科　
教
授

奈
須
正
裕

な
す
・
ま
さ
ひ
ろ
◎
東
京
大
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
育
心
理
学
専
攻
博

士
課
程
修
了
。
博
士
（
教
育
学
）。
専
門
分
野
は
教
育
方
法
学
、
教
育
心

理
学
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
論
。
主
な
著
書
に
『
子
ど
も
と
創
る
授
業
』　
（
ぎ
ょ

う
せ
い
）、『
知
識
基
盤
社
会
を
生
き
抜
く
子
ど
も
を
育
て
る
』　
（
ぎ
ょ
う
せ

い
）
な
ど
が
あ
る
。
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い
ざ
別
の
文
章
に
取
り
組
も
う
と
し
た
時
に
読
解
で

き
な
い
生
徒
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
授
業
で
学
ん

だ
手
法
を
自
分
で
使
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

先
生
が
示
し
た
方
法
を
一
般
化
し
て
受
け
止
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
生
徒

は
、授
業
中
に
先
生
が
な
ぜ
こ
の
発
問
を
す
る
の
か
、

こ
の
よ
う
な
指
示
を
出
す
の
か
を
分
か
っ
て
い
な
い

た
め
、
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
な
い

の
で
す
。

　

従
っ
て
、
生
徒
が
授
業
で
経
験
し
た
こ
と
の
意
味

付
け
を
、
教
員
が
明
示
化
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
上
で
、
そ
の
方
略
の
何
が
良
い
の
か
と
い

う
理
由
ま
で
も
説
明
し
、
実
際
に
自
分
１
人
で
取
り

組
ま
せ
、
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
生
徒
自
身
に
実
感

さ
せ
る
の
で
す
。
更
に
、
家
で
も
そ
れ
に
取
り
組
ま

せ
て
効
果
を
確
認
さ
せ
、
今
後
も
続
け
る
よ
う
に
励

ま
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
過
程
を
経
験
し
て
、
初
め

て
生
徒
の
中
に
正
し
い
学
習
方
略
と
し
て
定
着
す
る

で
し
ょ
う
。

木
村　

課
題
整
理
の
図
３
（
Ｐ
．５
参
照
）
で
示
し
た

よ
う
に
、「
○
つ
け
を
し
た
後
に
解
き
方
や
考
え
方

を
確
か
め
る
」
と
い
う
子
ど
も
が
下
位
層
に
少
な
い

の
も
同
じ
理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
解
答
解
説
の
答

え
を
見
て
、
単
純
に
○
を
付
け
た
だ
け
、
あ
る
い
は

×
を
付
け
て
も
、
ど
こ
を
ど
う
間
違
え
た
の
か
を
確

認
し
な
い
。
な
ぜ
自
分
で
○
つ
け
を
す
る
の
か
と
い

う
意
味
が
分
か
っ
て
い
な
い
た
め
、
た
だ
「
作
業
」

と
し
て
や
っ
て
い
る
の
で
、
同
じ
間
違
い
を
何
度
も

繰
り
返
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

木
村　

学
校
事
例
で
は
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
だ
け

で
は
な
く
、
学
習
意
欲
に
も
切
り
込
ん
で
い
た
学
校

が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
手
厚
い
補
習
を
行
い
、

生
徒
に
出
来
る
喜
び
を
体
験
さ
せ
る
立
川
第
一
中
学

校
や
沖
館
中
学
校
、
表
彰
制
度
や
検
定
取
得
で
達
成

感
を
味
わ
わ
せ
る
十
文
字
中
学
校
の
取
り
組
み
か

ら
、
学
力
の
定
着
の
土
台
に
は
、
学
習
意
欲
の
醸
成

が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

奈
須　

意
欲
を
高
め
る
要
因
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
１

つ
は
「
期
待
感
」、
つ
ま
り
「
課
題
の
達
成
や
そ
の

手
段
と
な
る
行
動
を
ど
れ
く
ら
い
う
ま
く
や
れ
そ
う

か
」
に
関
す
る
自
信
で
す
。
こ
れ
は
認
知
の
一
種
で

す
が
、
立
川
第
一
中
学
校
の
補
習
や
沖
館
中
学
校
の

ス
タ
デ
ィ
タ
イ
ム
の
よ
う
に
、
強
制
的
に
学
習
に
向

か
う
時
間
を
つ
く
り
、「
授
業
以
外
で
初
め
て
机
に

向
か
っ
て
勉
強
し
た
」「
今
ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
た
」「
自
分
で
ノ
ー
ト
１
ペ
ー
ジ
分

の
勉
強
が
出
来
た
」
と
い
っ
た
実
感
を
持
た
せ
る
こ

と
で
、
生
徒
の
中
に
「
や
れ
ば
出
来
る
」
と
い
う
期

待
感
が
生
ま
れ
、「
も
っ
と
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い

う
意
欲
が
喚
起
さ
れ
る
の
で
す
。

　

も
う
１
つ
は
「
価
値
を
高
め
る
」
こ
と
で
す
。
十

文
字
中
学
校
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
訪
問
や
社
会
人
講

話
な
ど
の
取
り
組
み
は
、
多
様
な
価
値
観
を
提
示
す

る
上
で
効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
。
勉
強
し
て
大
学
に

行
け
ば
こ
ん
な
研
究
が
出
来
る
、
こ
ん
な
素
敵
な
人

生
が
待
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
「
あ
こ
が
れ
」
を
つ

く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
習
の
価
値
を
高
め
ら
れ
れ

ば
、
意
欲
も
高
ま
る
の
で
す
。

木
村　

十
文
字
中
学
校
の
「
文
中
寺
子
屋
塾
大
賞
」

の
よ
う
な
表
彰
制
度
（
Ｐ
．17
参
照
）
は
、
今
で
は
ほ

と
ん
ど
聞
か
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
上
位

層
向
け
の
取
り
組
み
で
す
が
、
ど
の
生
徒
に
と
っ
て

も
学
習
意
欲
に
つ
な
が
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

奈
須　

報
酬
は
、
そ
れ
が
絶
対
に
得
ら
れ
な
い
と
分

か
っ
て
い
る
生
徒
に
は
“
罰
”
と
し
て
機
能
す
る
怖

さ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
表
彰
す
る
中
身
が
、「
社

会
に
お
い
て
、
ど
う
い
う
生
き
方
や
あ
り
方
に
価
値

が
あ
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
な
っ
て
い
れ
ば
、
多
様
な
価
値
観
を
伝
え
る
情
報

と
し
て
と
て
も
有
用
で
す
。

　

十
文
字
中
学
校
で
は
、「
十
文
字
中
生
の
モ
デ
ル

学
習
意
欲
を
高
め
る
要
因
は

「
自
分
へ
の
期
待
」と
「
価
値
の
向
上
」

図 主体的な学びを実現する学習モデル

＊「自己調整学習モデル」を基にベネッセ教育総合研究所で作成

主体的な学びの三要素

•自分の状況についての客観的な認識
•学習に対する考え方（学習観）

メタ認知
（自己理解）

学習方略学習意欲

学習の
流れ

目標 成果

学習

•自分に効果的な学習方法の選択
•自己を動機付ける方法の選択

•学びに向かう理由
•学ぶ目的に対する考え
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広がる学力格差への多様な取り組み

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
物
」
を
基
準
に
し
て
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
学
校
が
考
え
る
価
値
を
ど
の
く
ら
い

豊
か
に
明
示
で
き
る
か
が
、
取
り
組
み
の
鍵
に
な
る

で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
成
績
は
良
く
な
く
て
も
、
い

つ
も
先
生
を
て
こ
ず
ら
せ
る
よ
う
な
質
問
を
し
た
、

提
出
物
は
い
つ
も
い
ち
ば
ん
に
出
し
た
と
い
う
生
徒

を
表
彰
し
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
多
様
な
観
点
で

問
い
を
持
て
る
人
、
約
束
事
を
き
ち
ん
と
守
る
人
は

立
派
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
、
知
識
一

辺
倒
の
学
習
観
を
変
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

木
村　

学
校
事
例
で
は
主
に
授
業
以
外
の
取
り
組
み

を
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
学
力
格
差
を
解
消
す
る
た

め
の
王
道
は
や
は
り
授
業
改
善
だ
と
考
え
ま
す
。
事

例
校
も
含
め
て
、
多
く
の
学
校
で
学
び
合
い
や
習
熟

度
別
授
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
が
工
夫
さ
れ
て

い
ま
す
（
Ｐ
．19
参
照
）。
格
差
の
解
消
と
い
う
観
点

か
ら
、
今
後
の
授
業
改
善
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

奈
須　

今
の
教
育
の
世
界
的
な
流
れ
は
、「
ど
こ
ま

で
子
ど
も
に
任
せ
ら
れ
る
か
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
力

点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
協
働
的
な
学
び
で
学
習
を

深
め
て
い
く
、
正
解
を
覚
え
さ
せ
る
の
で
は
な
く
生

徒
自
身
が
意
味
を
形
成
し
て
思
考
を
深
め
る
、
教
科

な
ら
で
は
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
、
問
題
解
決
の

戦
略
を
見
付
け
る
と
い
っ
た
、
単
な
る
知
識
の
習
得

で
は
な
い
広
が
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

学
び
合
い
は
、
教
え
る
側
に
な
り
や
す
い
学
力
上

位
層
に
と
っ
て
は
無
駄
だ
と
い
う
方
も
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
、「
正
解
を
導
く
こ
と
が
学
習
、
既
存
の
知

識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
学
習
」
と
考
え
て
い
る
か

ら
で
す
。
学
習
と
は
、
皆
で
意
味
を
形
成
し
な
が
ら

納
得
す
る
も
の
だ
と
、
私
は
考
え
ま
す
。
自
分
が
出

来
た
か
ら
先
に
進
む
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
隣
の

子
は
な
ぜ
分
か
ら
な
い
の
か
、
そ
の
分
か
ら
な
い
度

合
い
を
知
り
た
い
、
自
分
が
理
解
し
た
意
味
を
み
ん

な
に
伝
え
て
納
得
さ
せ
た
い
、
仲
間
と
一
緒
に
理
解

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
う
し
た
喜
び
が
内
発
的
動

機
付
け
を
高
め
、
よ
り
深
い
学
び
を
目
指
し
て
い
く

と
い
う
の
が
、「
学
び
合
い
」
の
本
当
の
意
味
で
の

価
値
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
近
、
数
学
教
育
の

世
界
で
、「
答
え
が
出
て
か
ら
本
当
の
授
業
が
始
ま

る
」
と
い
う
考
え
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
問

題
が
解
け
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
な
ぜ
こ
の
解
き
方

で
い
い
の
か
、
他
人
に
説
明
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
を

学
力
と
見
な
そ
う
と
い
う
動
き
で
す
。

木
村　

生
徒
た
ち
が
充
実
感
を
持
っ
て
学
べ
る
授
業

を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
は
、
多
く
の
先
生
が
お

持
ち
で
す
。
た
だ
、
学
び
合
い
や
協
働
学
習
が
生
徒

の
意
欲
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
て

も
、
習
得
型
の
学
習
で
基
礎
学
力
を
保
障
す
る
と
い

う
方
法
論
に
慣
れ
て
い
る
先
生
方
が
、
ま
だ
ま
だ
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
、

先
生
方
や
保
護
者
な
ど
の
大
人
が
、
学
力
観
・
能

力
観
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

奈
須　

学
習
の
本
質
は
「
知
識
・
技
能
の
習
得
」
の

先
に
あ
る
「
意
味
理
解
」
で
す
。
生
徒
が
も
っ
と
意

味
を
分
か
り
た
い
、
世
界
の
広
が
り
を
知
り
た
い
、

知
識
が
つ
な
が
っ
て
来
る
の
が
面
白
い
と
い
う
こ
と

を
学
習
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
学
び

の
概
念
は
大
き
く
変
わ
る
は
ず
で
す
。
先
生
自
身
が

学
習
の
本
質
を
捉
え
直
し
、
授
業
を
変
え
て
い
こ
う

と
い
う
意
識
を
強
く
持
つ
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

木
村　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
習
の
本
質
は

「
知
識
習
得
」の
先
に
あ
る
「
意
味
理
解
」
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「
未
来
の
飛
行
機
の
カ
タ
チ
」「
フ
ィ
ボ
ナ
ッ
チ

数
列
と
そ
の
性
質
」「
カ
メ
ム
シ
の
日
本
に
お
け

る
必
要
性
」「
日
本
語
の〈
景
色
〉を
表
す
言
葉
」「
か

ん
て
ん
ダ
イ
エ
ッ
ト
」「
勉
強
と
コ
ー
ヒ
ー
」
─

こ
れ
ら
は
、
西
大
和
学
園
中
学
校
の
３
年
生
が
取

り
組
ん
だ
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
だ
。
同
校
で
は
２

年
生
３
学
期
か
ら
１
年
間
を
掛
け
て
実
験
や
調
査

を
し
、
１
万
語
程
度
の
論
文
に
ま
と
め
る
と
い
う

活
動
を
二
十
数
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
。

　

テ
ー
マ
は
自
由
。
２
年
生
３
学
期
に
Ｋ
Ｊ
法
や

マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
を
用
い
て
自
分
の
関
心
を
掘
り

下
げ
、
疑
問
に
思
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
す
る
。
教

員
か
Ｏ
Ｂ
の
大
学
生
が
Ｔ
Ａ
に
付
い
て
助
言
を
す

る
が
、
生
徒
が
自
力
で
研
究
す
る
の
が
基
本
だ
。

優
秀
な
研
究
は
卒
業
式
当
日
、
保
護
者
の
前
で
発

表
す
る（
写
真
１
）。学
外
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞

す
る
ほ
ど
の
研
究
も
あ
る
。一
方
、３
年
生
の
７

月
に
な
っ
て
も
テ
ー
マ
が
決
ま
ら
な
い
生
徒
や
、

実
験
を
し
て
も
失
敗
ば
か
り
で
、
答
え
が
な
か
な

か
見
付
か
ら
な
い
生
徒
も
い
る
。し
か
し
、「
そ
れ

で
も
い
い
ん
で
す
」と
上
村
佳よ

し

永ひ
さ

学
園
長
は
言
う
。

　
「
答
え
の
な
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
の
が
大
学
の

研
究
で
す
し
、
社
会
に
出
た
ら
自
分
で
課
題
を
見

付
け
解
決
す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
疑
問
に
思

う
こ
と
を
解
明
す
る
と
い
う
挑
戦
を
し
、
テ
ー
マ

に
深
く
入
り
込
む
。
そ
う
い
う
経
験
を
と
こ
と
ん

さ
せ
て
、
テ
ス
ト
に
出
る
こ
と
し
か
勉
強
し
よ
う

と
し
な
い
生
徒
の
発
想
を
、
ま
だ
頭
が
柔
ら
か
い

中
学
生
の
う
ち
に
ガ
ツ
ン
と
変
え
た
い
の
で
す
」

　
体
験
が
興
味
を
外
へ
外
へ
と
広
げ
て
い
く

　

西
大
和
学
園
中
学
校
は
、
開
校
以
来
、「
科
学

的
洞
察
力
、
国
際
性
、
利
他
の
精
神
」
と
い
っ
た

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
不
可
欠
な
資
質
を
育
む
こ
と
を

教
育
目
標
に
し
て
い
る
。
き
め
細
か
い
教
科
指
導

に
よ
る
学
力
向
上
だ
け
で
な
く
、
多
彩
な
行
事
を

盛
り
込
み
、
幅
広
い
教
養
と
人
間
性
を
育
む
。
生

徒
に
行
事
の
運
営
を
任
せ
て
主
体
性
を
育
む
と
共

に
、
生
徒
が
得
意
分
野
を
生
か
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に

活
躍
し
、
互
い
を
認
め
る
機
会
に
な
る
こ
と
も
ね

ら
い
と
す
る
。

　

中
学
校
で
は
、特
に
体
験
学
習
に
力
を
入
れ
る
。

１
年
生
は
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
（
３
日
間
）、
２
年

生
は
富
士
登
山
（
２
日
間
）、
3
年
生
は
ア
メ
リ

カ
語
学
研
修
旅
行
（
12
日
間
）
が
中
心
だ
。
他
に

ホ
タ
ル
の
観
察
、
天
体
観
測
、
外
国
人
観
光
客
へ

の
通
訳
体
験
な
ど
、
学
年
団
が
生
徒
の
状
況
に
応

School Data

多
彩
な
体
験
で
育
む

グ
ロ
ー
バ
ル・リ
ー
ダ
ー
の
素
養

２
０
１
４
年
度
、
文
部
科
学
省
は
高
校
支
援
の
新
事
業
と
し
て

「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）（
＊
１
）」を
始
め
た
。

国
際
的
に
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
指
し
、

深
い
教
養
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
問
題
解
決
力
等
を

身
に
付
け
る
教
育
活
動
を
重
点
的
に
行
う
56
校
が
指
定
さ
れ
た
。

そ
う
し
た
高
校
に
生
徒
を
送
り
出
す
中
学
校
で
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
の
卵
を
育
て
る
た
め
に

何
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
。 奈

良
県
・
私
立
西
大
和
学
園
中
学
校

西大和学園中学校
◎1988（昭和63）年開校。校訓は「探究、誠実、
気迫」。高校は2002 年度から10年以上にわ
たりＳＳＨ（＊１）の指定を受け、2014 年度には
ＳＧＨの指定も受ける。2014年度に女子中等部
を設置。校長　上村佳永先生／生徒数　656 人
／学級数　15 学級／所在地　〒636-0082　奈
良県河合町薬井 295／ TEL　0745-73-6565
URL　http://www.nishiyamato.ed.jp/

＊１　スーパーグローバルハイスクールとは、将来、国際的に活躍できるグローバル・リーダーの育成を目指し、カリキュラム開発等を行う高校を文部科学省が指定。ま
た、ＳＳＨはスーパーサイエンスハイスクールの略称。将来の国際的な科学技術人材の育成を目指し、理数系教育に重点を置いた研究開発を行う高校を文部科学省が指定
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じ
て
企
画
す
る
。
曽
我
雅
俊
教
頭
は
こ
う
語
る
。

　
「
感
性
が
豊
か
な
中
学
時
代
に
ど
ん
ど
ん
外
に

出
て
、
自
分
と
は
違
う
文
化
や
生
活
、
未
知
の
世

界
を
体
験
し
、
衝
撃
を
受
け
、
自
分
を
見
つ
め
直

し
、
新
た
な
発
見
の
場
に
な
れ
ば
と
考
え
ま
す
」

　

企
業
と
連
携
し
た
課
題
解
決
型
学
習
を
取
り
入

れ
る
の
も
、
そ
の
た
め
だ
。
２
年
生
で
は
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
１
つ
と
し
て
、「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ア

ク
セ
ス
コ
ー
ス
」
を
実
施
。
ク
レ
デ
ィ
セ
ゾ
ン
や

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
な
ど
の
企
業
か
ら
提
示
さ
れ
る

「
若
者
の
“
あ
っ
た
ら
い
い
な
”
を
実
現
し
、
お

金
が
ぐ
る
ぐ
る
回
り
出
す
『
永
久
不
滅
ビ
ジ
ネ

ス
』
を
展
開
せ
よ
！
」
と
い
っ
た
課
題
の
解
決
策

を
、
グ
ル
ー
プ
で
考
え
、
中
学
生
な
ら
で
は
の
提

案
を
す
る
と
い
う
活
動
だ
。
働
く
こ
と
の
意
義
や

経
済
活
動
へ
の
理
解
を

深
め
、
社
会
に
目
を
向

け
る
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
る
。

失
敗
Ｏ
Ｋ
！　
と
に
か
く
英
語
を
使
お
う
！

　

英
語
教
育
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
と
っ
て
必

須
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
使
え

る
よ
う
に
指
導
を
工
夫
す
る
。
低
学
年
で
は
、
英

語
へ
の
抵
抗
感
を
な
く
す
た
め
に
と
に
か
く
使
わ

せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
国
際
教
育
部
主
任
の
丸

谷
貴た

か

紀き

先
生
は
、指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
こ
う
話
す
。

　
「
英
語
が
対
話
の
道
具
で
あ
る
こ
と
を
肌
で
感

じ
ら
れ
る
よ
う
、
聞
く
、
話
す
、
書
く
、
読
む
場

面
を
学
校
生
活
の
中
で
出
来
る
だ
け
多
く
設
け
て

い
ま
す
。
英
語
が
文
法
的
に
違
っ
て
い
た
り
、
発

音
が
変
だ
っ
た
り
し
て
も
、
失
敗
を
恥
ず
か
し

が
っ
て
発
言
し
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
、あ
え
て
何
も
言
い
ま
せ
ん
。ネ
イ
テ
ィ
ブ
の

先
生
に
も
そ
の
点
は
徹
底
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

　

１
年
生
で
は
英
語
圏
で
は
一
般
的
なPhonics

（
＊
２
）
を
行
い
、
ま
ず
耳
か
ら
英
語
に
慣
れ
さ

せ
る
。
そ
し
て
、
各
行
事
の
感
想
文
を
英
語
で
書

く
。単
語
の
ス
ペ
ル
や
文
法
が
間
違
っ
て
い
て
も
、

添
削
は
し
な
い
。
思
い
が
伝
わ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
と
い
う

ス
タ
ン
ス
だ
。
文
法
の
授
業
も
あ
る
が
、
教
え
過

ぎ
る
と
生
徒
は
文
法
を
意
識
し
過
ぎ
て
し
ま
う
た

め
、そ
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
配
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

２
・３
年
生
で
は
洋
書
の
多
読
を
週
１
回
行
う
。

単
語
が
数
個
と
い
う
絵
本
に
始
ま
り
、O

xford 
Reading T

ree

シ
リ
ー
ズ
な
ど
に
レ
ベ
ル
を
上

げ
て
い
き
、
年
間
で
約
10
万
語
は
読
む
と
い
う
。

知
ら
な
い
単
語
が
出
て
き
て
も
、
辞
書
は
使
わ
ず

読
み
飛
ば
す
。
長
文
読
解
の
時
に
分
か
ら
な
い
単

語
が
出
て
き
て
も
、
文
意
を
推
測
す
る
こ
と
が
自

然
と
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
講
師
７
人
は
終
日
常
駐
。
廊
下

や
食
堂
で
も
生
徒
に
気
軽
に
話
し
掛
け
、
行
事
に

も
参
加
す
る
。
生
徒
が
自
然
と
英
語
を
話
す
機
会

が
生
ま
れ
、
そ
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
英
語
が
日

常
的
な
も
の
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
英
語
教
育
に
転
換
し
て
５
年
が
経

つ
が
、
３
年
生
で
の
ア
メ
リ
カ
語
学
研
修
旅
行
で

は
、
生
徒
に
劇
的
な
変
化
が
現
れ
た
。

　
「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら
『
以
前
は
話
し
掛

け
て
も
答
え
が
単
語
で
返
っ
て
く
る
だ
け
』
と
嘆

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
『
生
徒
か
ら
積
極

的
に
話
し
掛
け
て
く
れ
楽
し
い
』
と
聞
い
て
い
ま

す
。
外
国
人
相
手
で
も
気
後
れ
せ
ず
、
英
語
を
話

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
」（
曽
我
教
頭
）

　

本
学
園
の
高
校
は
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
、
高

校
１
年
生
が
ア
ジ
ア
を
訪
れ
、
企
業
や
大
学
の
協

力
を
得
て
、
貧
困
な
ど
現
地
の
課
題
に
取
り
組
む

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
計
画
し
て
い
る
。進
学
後
、

そ
れ
ら
の
活
動
に
主
体
的
に
取
り
組
む
た
め
に

も
、
中
学
段
階
か
ら
の
意
識
涵
養
と
英
語
力
育
成

が
欠
か
せ
な
い
と
、
上
村
学
園
長
は
強
調
す
る
。

　
「
中
学
校
で
の
意
識
涵
養
が
、
高
校
で
の
経
験

に
結
び
付
き
、
更
に
大
学
で
の
研
究
、
社
会
で
の

飛
躍
へ
と
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
本
校
で
の
経

験
を
糧
に
、
日
本
人
ら
し
く
世
界
で
活
躍
す
る
人

材
に
育
っ
て
く
れ
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

T
eachers

西
大
和
学
園
中
学
校
・
高
校　
学
園
長

上
村
佳
永

か
み
む
ら
・
よ
し
ひ
さ
　「
先
生
方

の
意
欲
を
形
に
し
、
子
ど
も
の
可

能
性
を
徹
底
的
に
追
求
し
、
挑
戦

す
る
学
校
運
営
を
心
掛
け
て
い
る
」

西
大
和
学
園
中
学
校
・
高
校　
教
頭

曽
我
雅
俊

そ
が
・
ま
さ
と
し
　「
み
ん
な
を

引
っ
張
る
リ
ー
ダ
ー
だ
け
で
な
く
、

こ
の
人
で
な
け
れ
ば
と
言
わ
れ
る

リ
ー
ダ
ー
も
育
て
た
い
」

西
大
和
学
園
中
学
校
・
高
校

丸
谷
貴
紀

ま
る
た
に
・
た
か
き
　
国
際
教
育

部
主
任
。
英
語
科
担
当
。「
失
敗
は

成
功
へ
の
練
習
。
失
敗
を
恐
れ
ず

挑
戦
す
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

上／写真１　卒業式当日の研究
発表会では５組が発表。保護者
からの鋭い質問もあるという
右／写真２　「ヤングアメリカン
ズ」は、アメリカ人50人と３日間、
歌とダンスのワークショップを行
うプログラム。生徒の家庭でホー
ムステイの受け入れも行う

＊２　発音と文字の関係性を学ぶ音声学習法。英語圏の子どもや外国人に英語の読み方を教える方法として用いられている



　

文
部
科
学
省
は
英
語
教
育
の
改
革
を
検

討
し
て
い
ま
す
が
、
生
徒
た
ち
も
９
割
以

上
が
将
来
、
何
ら
か
の
形
で
英
語
が
必
要

に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自

分
が
英
語
を
使
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
生
徒

は
、
半
数
強
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
（
図
１
）。

人
に
よ
っ
て
度
合
い
が
違
う
と
は
い
え
、

中
学
校
段
階
で
「
英
語
を
使
う
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
い
」
と
４
割
以
上
も
思
っ
て
い

る
こ
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
が
進
ん
で

い
く
中
で
は
大
き
な
課
題
と
い
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
将
来
の
自
分
に
つ
い
て
、
よ

り
高
度
に
英
語
を
使
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

生
徒
ほ
ど
、
英
語
を
「
好
き
」
な
割
合
が

高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
（
図
２
）。
英

語
を
好
き
な
こ
と
が
、
将
来
、
英
語
を
積

極
的
に
使
う
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
り
や
す

い
と
い
え
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
英
語
に
関
す
る
意
識
を
見
る

と
、
英
語
を
「
好
き
」
な
生
徒
ほ
ど
、「
文

の
つ
く
り
や
し
く
み
が
面
白
い
」「
音
や
リ

ズ
ム
が
面
白
い
」
と
感
じ
て
い
ま
す
（
図

３
）。
将
来
、
英
語
を
「
使
う
」
イ
メ
ー
ジ

と
同
様
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
、
英

語
の
学
び
そ
の
も
の
に
楽
し
さ
を
感
じ
さ

せ
る
こ
と
が
、
英
語
を
「
好
き
」
に
さ
せ
、

更
に
英
語
を
「
使
う
」
イ
メ
ー
ジ
が
湧
く

上
で
重
要
に
な
る
よ
う
で
す
。

　

中
学
校
の
英
語
教
育
改
革
で
は
、「
授
業

は
英
語
で
」
と
い
う
新
た
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
英
語
教

育
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
ば
か

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
研
究
室

研
究
員

福
本
優
美
子

ふ
く
も
と
・
ゆ
み
こ

◎
英
語
教
育
領
域
の
研
究
を
量
的
研
究
と
質
的
研
究
の
両
側

面
か
ら
行
う
。「
第
１
回
中
学
校
英
語
に
関
す
る
基
本
調
査
」

「
第
１
回
小
学
校
英
語
に
関
す
る
基
本
調
査
」
な
ど
を
担
当
。

出典◎ベネッセ教育総合研究所「中高生の英語学習に関する実態調査」（２０１４年３月実施。全国の中学
１年生～高校３年生６,２９４人が対象）。

図１ 将来の「英語の必要性」×「自分が英語を使うイメージ」図２ 将来の「自分が英語を使うイメージ」×「英語が好き」

好き（とても+まあ） 無回答
好きではない（あまり+全く）

0 20 40 60 80 100（％）

85.7

75.5 24.3

67.0 32.4

47.6 52.1

14.3 0.0

0.2

0.7

0.3

仕事ではほとんど
いつも英語を使う

いつもではないが仕事で
英語を使うことがある

日常生活で外国の人と
英語を話すことがある

英語を使うことは
ほとんどない

社会での
英語の必要性

自分が英語を
使うイメージ

■英語を使うことはほとんどない
■日常生活で外国の人と英語を話すことがある
■いつもではないが仕事で英語を使うことがある
■仕事ではほとんどいつも英語を使う　■無回答

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

英語は必要

自分が英語を使う

7.5

44.2 23.6 25.7 5.01.5

26.0 54.0 10.9 1.5

調査結果はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでご覧いただけます。
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英
語
を
好
き
に
す
る
こ
と
が
将
来
、
英
語
を

積
極
的
に
使
う
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
る

グローバル社会を生きる
子どもたちへの
英語教育で大切なこと
ベネッセ教育総合研究所
「中高生の英語学習に関する実態調査」の結果から
文部科学省が２０１３年12月に発表した「グローバル化に対応した英
語教育改革実施計画」では、小学校英語の拡充強化、中学校における
授業の英語での実施など、「小・中・高の各段階を通じて英語教育を
充実」し、児童・生徒の英語力の向上が目指されている。未来を生き
る子どもたちにとって、今後のよりよい英語教育のあり方を探るため、
現在の中学生の英語学習の実態や意識について、ベネッセ教育総合研
究所が実施した調査結果を基に検証する。

特別企画

http://berd.benesse.jp/global/research/detail1.php?id=4304
http://berd.benesse.jp/global/research/detail1.php?id=4304


り
で
は
な
く
、
文
の
し
く
み
を
楽
し
く
理

解
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
り
、
音
読
で
英

語
の
音
の
面
白
さ
を
感
じ
さ
せ
た
り
な
ど
、

今
の
指
導
を
よ
り
面
白
く
す
る
こ
と
で
、

生
徒
の
「
好
き
」
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

た
だ
、
日
本
の
中
学
生
を
取
り
巻
く
環

境
に
は
、
実
際
に
英
語
を
使
う
場
面
が
ま

だ
少
な
い
の
が
現
実
で
す
。
授
業
や
予
習
・

復
習
は
、
生
徒
が
英
語
に
触
れ
る
貴
重
な

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
授

業
内
容
を
見
る
と
、「
和
訳
・
暗
記
・
解
説
・

問
題
演
習
」
な
ど
は
学
年
に
関
係
な
く
行

わ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
自
分
の
気
持
ち
や

考
え
を
英
語
で
書
く
・
話
す
」
な
ど
の
英

語
を
「
使
う
」
活
動
は
少
な
い
上
に
、
中

学
２
年
生
を
ピ
ー
ク
に
、
学
年
が
上
が
る

に
つ
れ
て
減
少
し
て
い
ま
す
（
図
４
）。

　

図
示
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
予
習
で
多

い
学
習
法
は
次
の
３
つ
で
し
た
。

・
単
語
の
意
味
を
調
べ
る（
55・５
％
）

・
教
科
書
本
文
を
ノ
ー
ト
に
写
す（
47
％
）

・
教
科
書
本
文
を
和
訳
す
る（
34・３
％
）

　

復
習
で
多
い
学
習
法
は
こ
の
３
つ
で
す
。

・
問
題
を
解
く（
66・５
％
）

・
単
語
練
習（
65・４
％
）

・
教
科
書
本
文
や
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
を
覚

え
る（
39・９
％
）

　
「
英
語
で
意
見
や
感
想
を
書
く
」
は
、
予

習
・
復
習
を
合
わ
せ
て
も
18
・
２
％
し
か

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

授
業
で
も
、
予
習
・
復
習
で
も
、「
書
く
」

「
話
す
」
な
ど
、
英
語
を
「
使
う
」
機
会
を

増
や
す
こ
と
が
重
要
で
す
。「
使
う
」
こ
と

が
少
な
け
れ
ば
、「
英
語
を
使
う
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
」
と
い
う
感
覚
を
持
ち
に
く

く
、
将
来
使
う
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
の

も
当
然
で
す
。
生
徒
が
中
学
校
で
英
語
を

使
う
機
会
を
増
や
し
、
そ
の
必
要
性
を
伝

え
る
と
共
に
、「
具
体
的
に
ど
う
使
う
の
か
」

「
何
に
使
う
の
か
」「
使
え
た
ら
ど
う
な
る

の
か
」
に
つ
い
て
も
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
機

会
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

本
調
査
で
は
、
英
語
の
好
き
嫌
い
や
得

意
不
得
意
に
関
係
な
く
、
多
く
の
生
徒
が

「
英
語
が
話
せ
た
ら
か
っ
こ
い
い
」
と
感
じ

て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
生
徒
が

持
つ
こ
の
意
識
に
も
期
待
し
、
今
後
の
英

語
教
育
改
革
、
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

図３「英語に関する意識」×「英語が好き」

図４ 授業でしている学習

中学１年生

単語の意味や英文のしくみについて先生の説明を聞く
英文を日本語に訳す
単語や英文を読んだり書いたりして覚える
文法の問題を解く

単語の意味や英文のしくみについて先生の説明を聞く
英文を日本語に訳す
単語や英文を読んだり書いたりして覚える
文法の問題を解く

中学２年生 中学３年生 高校１年生 高校２年生 高校３年生

90

80

70

60

50

40

30

20

0

（％）

自分の気持ちや考えを英語で書く

自分の気持ちや考えを英語で話す

90.1(　)90.1(　)

51.651.6

58.158.1

55.955.9 52.752.7

45.445.4
42.342.3

38.738.7
36.336.3

31.031.0

34.834.8

26.326.3

49.549.5

89.789.7

87.287.2
88.188.1

79.679.6

88.988.9
84.784.7

80.680.6

85.985.9

80.480.4

79.1
(　)
79.1
(　) 78.5

(　)
78.5
(　)

86.986.9

80.7(　)80.7(　)

80.4
(　)
80.4
(　) 80.1

(　)
80.1
(　)

88.088.0

79.079.0
76.676.6
75.975.9

89.7
(　)
89.7
(　)

85.585.5
79.179.1

81.781.7
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英語のテストでいい点を取りたい

英語が話せたらかっこいい

英語ができると就職に役立つ

英語ができるといい高校や大学に入りやすい

外国の人と友だちになりたい

外国の文化やスポーツに興味がある

英語の音やリズムがおもしろい

世界で活躍できる人になりたい

日本の文化を外国の人に紹介したい

英語の文のつくりやしくみがおもしろい

英語を使って仕事をしたい

外国の高校や大学に留学したい

2020年の東京オリンピック・パラリンピック
では、英語で外国の人を「おもてなし」したい

注）赤字で囲んだ項目は、「好き」と「好きではない」とで30ポイント以上差のあった意識

■好き
（とても＋まあ）
■好きではない
（あまり＋全く）

96.7
89.7

80.4
93.6

79.3
90.4

79.8
87.8

48.4
76.3

47.0
72.9

29.1
59.6

30.5
56.0

29.9
55.5

24.0
50.9

12.8
50.5

15.7
48.9 ＋33.2

14.0
39.6

＋37.7

＋30.5

注）「よくしている」+「ときどきしている」の％
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「
書
く
・
話
す
」
機
会
を
増
や
し

英
語
を
使
う
活
動
に
つ
な
げ
る



─前へ！前へ！！
ミドルリーダーの挑戦

28［中学版］2014 Vol .2

　

新
任
当
初
は
、
体
育
会
系
の
熱
血
教
師

を
目
指
し
、
生
徒
に
真
正
面
か
ら
ぶ
つ
か

り
合
う
日
々
で
し
た
。
授
業
で
も
自
分
の

考
え
を
貫
き
、
２
年
目
か
ら
、
大
学
時
代

に
研
究
し
て
い
た
「
学
び
合
い
」
を
、
授

業
に
取
り
入
れ
始
め
ま
し
た
。
授
業
の
冒

頭
に
示
す
目
標
の
達
成
に
向
け
、
生
徒
が

教
室
内
を
自
由
に
歩
い
て
友
だ
ち
と
学
び

合
う
。
目
標
を
到
達
し
た
ら
、
黒
板
に
名

前
を
書
き
、
他
の
生
徒
の
教
え
役
に
回
る
。

そ
し
て
、
時
間
内
に
黒
板
に
全
員
の
名
前

を
書
く
こ
と
を
目
指
す

─
。
生
徒
が
協

誰
の
た
め
の
授
業
な
ん
だ
」
と
叱
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
言
葉
で
我
に
返
っ
た
私
は
、

「
君
た
ち
を
無
視
し
た
授
業
を
し
て
し
ま

い
、
す
ま
な
か
っ
た
」
と
謝
罪
し
、
講
義

中
心
の
授
業
に
改
め
る
と
、
生
徒
は
落
ち

着
い
て
学
び
始
め
ま
し
た
。

　
　

　

た
だ
、
自
主
性
や
協
働
性
を
育
み
た
い

と
い
う
思
い
は
ず
っ
と
持
ち
続
け
、
翌
年
、

再
び
学
び
合
い
を
取
り
入
れ
た
の
で
す
。

前
年
の
反
省
を
踏
ま
え
、年
度
初
め
に
「
全

て
の
生
徒
を
大
切
に
す
る
学
校
・
学
級
で

あ
り
た
い
。
だ
か
ら
、
君
た
ち
も
互
い
を

大
切
に
思
い
、
学
び
合
っ
て
ほ
し
い
」
と

理
念
を
丁
寧
に
伝
え
、
生
徒
が
取
り
組
み

た
く
な
る
よ
う
な
課
題
を
設
定
し
、
生
徒

の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
心
掛
け

ま
し
た
。
す
る
と
、
次
第
に
学
び
合
い
が

活
発
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
以
前
、
学

び
合
い
が
イ
ヤ
だ
と
言
っ
て
い
た
生
徒
も

「
皆
で
頑
張
ろ
う
や
」
と
学
級
を
引
っ
張
っ

て
く
れ
、
生
徒
全
員
が
授
業
時
間
に
目
標

を
達
成
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

自
信
を
得
た
私
は
、
学
び
合
い
を
学
級

の
外
に
も
広
げ
た
い
と
思
い
、
翌
年
、
３

年
生
が
１
年
生
の
定
期
考
査
の
学
習
を
サ

力
し
て
目
標
に
向
か
う
過
程
で
、
自
主
性

や
協
働
性
が
育
つ
と
考
え
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
授
業
は
思
い
描
い
て
い
た

よ
う
に
は
成
立
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
目
標

を
達
成
し
た
生
徒
は
、
そ
れ
で
満
足
し
て

教
え
る
側
に
回
ら
ず
、
出
来
な
い
生
徒
は

早
々
に
や
る
気
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
あ
る
日
、
リ
ー
ダ
ー
的
な
生
徒
か
ら

「
先
生
の
授
業
は
イ
ヤ
。
何
も
身
に
付
い

て
へ
ん
よ
」
と
言
わ
れ
た
時
も
、
自
分
が

正
し
い
と
信
じ
て
疑
わ
ず
、「
い
つ
か
生

徒
は
分
か
っ
て
く
れ
る
」
と
方
法
を
変
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
状
況
は
全
く
変
わ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
仕
方
な
く
、
大
学
時
代
の
恩
師

に
相
談
す
る
と
、「
生
徒
に
謝
り
な
さ
い
。

最
初
に
思
い
を
伝
え
る
と

生
徒
の
心
に
届
い
て

学
び
合
い
が
活
発
化
し
た

たかつか・しょうご◎教職歴7年。大津市立志
賀中学校に勤務後、同校に赴任して４年目。担
当教科は理科。研究主任、２学年担任。学生時
代にバレーボールに打ち込んだ経験を生かし、
女子バレーボール部の顧問を務める。

授
業
が
成
立
し
て
い
な
い
の
に

指
導
方
法
を
見
直
さ
ず

空
回
り
し
て
い
た

こ
れ
ま
で
私
が
歩
い
て
き
た
道
の
り

生徒に寄り添いつつも、教え過ぎず、
自主性や協働性を育てたい

滋賀県　大津市立仰木中学校 高塚将吾 30歳

Middle 
     Leader
Middle 
           Leader



◎学級内の学び合いは出来てきているので、次は学年全体、学校全体へと広

げたいと考えています。理科室に学級別の達成表を掲示し、各学級の課題や

テストの到達状況を単元別に共有しています。「このクラスが苦戦している

から教えたい」といった気持ちが起きればと期待しています。

各学級の状況を見えるようにしたことで、学び合いの意識が高まった。他学級の支援を受け
て達成できた学級の生徒が「次は自分たちが教えよう」と奮起する姿が見られるという

クラス別達成表
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今
、
研
究
主
任
と
い
う
立
場
に
な
り
、

大
切
に
し
て
い
る
の
が
教
員
の
同
僚
性
で

す
。
学
び
合
い
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

時
、
同
僚
の
先
生
方
が
と
て
も
心
配
し
て

く
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
悩
み
を
打

ち
明
け
る
こ
と
が
弱
さ
と
思
っ
て
い
た
私

は
、「
大
丈
夫
で
す
」
と
し
か
答
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
生
徒
に
協
働
性
の
大
切
さ
を

教
え
よ
う
と
し
て
い
た
私
自
身
が
、
そ
れ

を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

再
び
学
び
合
い
に
挑
戦
し
よ
う
と
授
業

改
善
を
進
め
る
中
で
、
先
生
方
に
多
く
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
年

主
任
は
「
自
分
が
責
任
を
取
る
か
ら
、
正

し
い
と
思
う
な
ら
や
り
続
け
ろ
」
と
勇
気

付
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
経

験
か
ら
、
教
職
員
全
員
が
思
い
を
１
つ
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
を
豊
か
な
人

間
に
育
て
ら
れ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

同
僚
性
を
育
む
た
め
に
、
私
は
雑
談
を

重
視
し
て
い
ま
す
。
信
頼
関
係
は
、
何
百
、

何
千
の
会
話
を
通
し
て
育
つ
と
思
う
か
ら

で
す
。「
Ａ
く
ん
が
ど
こ
そ
こ
で
何
を
し

て
い
た
よ
」
と
い
う
よ
う
に
、
先
生
や
職

員
の
方
と
の
何
気
な
い
会
話
を
通
し
て
生

徒
の
気
に
な
る
様
子
を
知
ら
さ
れ
、
指
導

に
結
び
付
い
た
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
最
近
気
に
掛
か
っ
て
い
る
の
は
、

生
徒
に
「
飢
餓
感
」
が
な
い
こ
と
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
モ
ノ
は
何
で

も
そ
ろ
い
、
授
業
、
部
活
動
、
塾
と
、
毎

日
す
べ
き
こ
と
も
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

常
に「
満
腹
感
」が
あ
り
、自
ら
何
か
を
し

よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
薄
い
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
私
は
、
生
徒
に
教
え
過
ぎ
ず
、

指
示
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
、「
自
分

か
ら
動
か
な
け
れ
ば
」
と
い
う
気
持
ち
に

さ
せ
、「
学
び
た
い
」「
や
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
主
体
性
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
い

ま
す
。
私
は
極
力
話
さ
ず
に
、
生
徒
が
自

分
た
ち
で
学
び
合
い
を
し
な
い
と
進
ま
な

い
よ
う
な
授
業
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
部
活
動
で
は
、
生
徒
に
練
習
内
容
を

選
ば
せ
、
自
分
た
ち
で
練
習
を
進
め
さ
せ

て
い
ま
す
。　

　

い
つ
で
も
生
徒
の
心
に
響
く
言
葉
を
掛

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
感
受
性
を
磨
く
努
力

も
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
興
味
の
な

か
っ
た
心
理
学
や
経
営
学
を
学
ん
だ
り
、

芸
術
に
触
れ
た
り
、
教
育
と
い
う
枠
を
超

え
て
広
い
世
界
を
知
る
こ
と
で
、
多
様
な

個
性
を
持
つ
生
徒
た
ち
に
寄
り
添
え
る
教

員
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ポ
ー
ト
す
る
合
同
授
業
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
３
年
生
に
相
談
す
る
と
意
欲
を
見
せ

て
、
熱
心
に
１
年
生
に
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
分
か
ら
な
い
内
容
を
一
緒
に
考
え
て

教
え
る
３
年
生
の
姿
か
ら
、「
皆
で
高
め

合
お
う
」
と
い
う
思
い
を
共
有
で
き
て
い

る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
学
年
全
体
で
協
力
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
他
の
学
級
の
友

だ
ち
に
ノ
ー
ト
を
見
せ
た
り
、
課
題
の
ヒ

ン
ト
を
与
え
た
り
す
る
「
教
え
合
い
」
を

中
心
に
進
め
て
い
ま
す
（
コ
ラ
ム
参
照
）。

教
員
の
同
僚
性
が
あ
っ
て
こ
そ

生
徒
の
豊
か
な
人
間
性
を

育
て
る
こ
と
が
出
来
る

今
、私
が
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
新
た
な
一
歩

高塚先生の取り
組み
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２
０
１
３
年
度
に
行
っ
たTeachers' cafe

で
は
、「
意
識
の
高
い
先
生
が
集
ま
り
、
校
種

や
立
場
が
関
係
の
な
い
特
別
な
環
境
だ
か
ら
、

参
加
者
は
自
由
に
話
せ
る
の
だ
」
と
い
う
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。
確
か
に
、
同
じ
手
法
を
自
校

で
行
う
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
の
は
当

然
で
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
隣
の
席
の
人

で
も
自
分
の
こ
と
を
語
り
合
う
機
会
は
少
な

く
、
こ
の
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て

初
め
て
「
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
ん
だ
」

と
驚
か
れ
る
場
面
を
数
多
く
見
て
き
ま
し
た
。

　

う
ま
く
い
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、

そ
う
し
た
課
題
意
識
を
持
ち
つ
つ
も
、
ま
ず

は
実
践
し
て
み
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
失
敗
し
た
ら
次
の
方
法
を
考
え
る
、

う
ま
く
い
っ
た
ら
繰
り
返
し
や
っ
て
み
る
。
何

か
を
や
り
、
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
学
校
と
い

う
組
織
も
確
実
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
２
回

に
分
け
た
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
１
回

目
は
、
同
僚
性
を
育
む
こ
と
に
注
力
し
、
安
心

し
て
話
せ
る
環
境
を
つ
く
る
工
夫
を
し
て
い

ま
す
。
最
初
に
行
う
「
ジ
ブ
ン
ガ
タ
リ
」（
＊

２
）
で
は
自
分
の
こ
と
を
話
す
の
で
、
聞
き
手

は
批
判
の
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、「
自
分
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
」
と

い
う
感
覚
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
す
。
更
に
、

思
い
や
悩
み
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
人
は
心
の

距
離
が
縮
ま
り
ま
す
。
そ
う
し
て
人
の
つ
な
が

り
の
質
を
変
え
て
い
く
の
で
す
。

　

２
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
課
題
認
識

と
あ
り
た
い
姿
を
共
有
す
る
こ
と
に
注
力
し

て
い
ま
す
。
解
決
策
は
そ
の
糸
口
が
見
付
か
れ

ば
よ
い
、
く
ら
い
の
気
持
ち
で
話
し
合
う
の
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
一
度
思
い
を

発
散
さ
せ
て
お
く
こ
と
で
、
決
定
事
項
に
対
し

て
、
た
と
え
自
分
の
考
え
が
反
映
さ
れ
て
い

な
く
て
も
納
得
し
、
そ
の
実
行
に
力
を
尽
く

せ
る
か
ら
で
す
。
一
見
、
生
産
性
の
な
い
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
、
一
人
ひ
と
り
の
意
欲
を
高

め
る
た
め
に
は
効
果
的
な
の
で
す
。

　

発
散
の
過
程
で
は
、
混こ

ん

沌と
ん

や
混
乱
が
見
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
収
束
へ
の
過

程
の
１
つ
と
し
て
必
要
な
も
の
と
捉
え
て
く

だ
さ
い
。「
言
い
た
い
こ
と
を
言
い
、
疑
問
を

解
消
し
、
新
た
な
気
付
き
を
得
て
、
結
果
的

に
課
題
解
決
へ
と
自
ら
動
き
出
す
」
そ
う
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
目
的
を
、
最
初
に
説
明
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
学
び
は
、
大
学
の
授

業
や
企
業
の
研
修
に
盛
ん
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
が
今
後
経
験
し
て
い
く

学
び
の
形
態
の
一
つ
で
す
。
教
師
と
し
て
そ
う

し
た
新
し
い
学
び
を
体
験
す
る
と
い
う
意
味

で
も
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
研
修
を
ぜ

ひ
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＊１　Teachers' cafe 当日の様子については、Teachers' cafe ウェブサイトをご覧ください。http://berd.benesse.jp/tcafe/
＊２　「ジブンガタリ」は、（株）スコラ・コンサルトの登録商標です

楽
し
く
、ま
じ
め
に
対
話
す
る
場
を
通
し
て
課
題
解
決
や
未
来
創
造
に
自
ら
動
き
出
せ
る
よ
う
に

ワークショップ型の校内研修で
　　　を育み、　　　を高める同僚性　　　 学校力

「いつもの会議」から一歩抜け出し、「気軽にまじめな話をする場」を設けることで、
同僚の先生たちが「多彩な同志」であることを認め合い、支え合うような関係をつくっていきませんか。

ベネッセ教育総合研究所主催「Teachers' cafe」（＊１）の企画・運営に携わり、組織の風土改革を専門とする
株式会社もくてきの與

よ

良
ら

昌浩氏に、同僚性を育み、学校力を高める研修法を聞きました。

Teachers'  cafe 発 
特別企画

株
式
会
社
も
く
て
き
代
表
取
締
役
、

株
式
会
社
ス
コ
ラ
・
コ
ン
サ
ル
ト
　
プ
ロ
セ
ス
デ
ザ
イ
ナ
ー

與
良
昌
浩

よ
ら
・
ま
さ
ひ
ろ  

大
手
商
社
、
大
手
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
な
ど
を
経

て
、
現
職
。

実践レポートをお寄せください！　応募者から
抽選で100名様に書籍をプレゼント
校内でワークショップ形式の研修をどのように行ったのか、ご報告をお待ちしております。
ご報告をいただいた方の中から抽選で 100 名様に、Teachers' cafe の監修をする與良昌浩
氏の最新著書『他人の思考の 9 割は変えられる』（マイナビ新書）をプレゼントいたします。
ご応募は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイトからお願いします。

http://berd.benesse.jp/tcafe /

＊『これからの幼児教育』『VIEW21』小学版・中学版へのご応募から抽選で 100 名様にプレゼントいたします
＊当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます（お届けは 2015 年２月上旬を予定）
＊商品のお届けは、応募された方の勤務校宛てとなります。ご自宅への発送はいたしかねますのでご了承ください

Teachers’cafe　ベネッセ　で 検索

締め切り
2015 年1月9日（金）着
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◎今回のワークショップの目的を共有します。
　例：「応援し合えるヨコの関係をつくるために、まず自分自身のこと

や今思っていることを語り合ってみましょう」
◎話し合いのルール「ワークショップで大切にしたいこと」を確認し

ます。

◎自分が思っていることを好きなように語ります。とにかく思いつくま
まに話し出すことで、自分の考えや思いが整理されていくこともあ
ります。

◎８分間は、話す人が主人公になる時間です。語り終えたら、聴いて
いる人は質問をしたり、感想を伝えたりしましょう。

ジブンガタリ＞どうして先生になったの？　先生になってうれしかっ
たこと、失敗は？
モヤモヤガタリ＞指導する中で感じるモヤモヤ（違和感・疑問）は？
ミライガタリ＞子どもにどうなってほしい？　どんな先生になりた
い？

◎各人のジブンガタリを聴いて、自分が気付いたこと、学んだことを
グループ内で発表し合います。ほかの人の気付きを聴くことで、視
野が広がりますし、自分の学びの確認にもなります。

◎今回のワークショップで自分が気付いたことや学んだことを、メモ
用紙に書き留めます。きちんと文字にしてアウトプットすることで、
更に気付きが促されます。

◎次回、みんなと話し合いたいテーマを、一人ひとりメモ用紙に書き
ます。参加者全員で見せ合いましょう。参加人数が多い場合は、テー
マが近い者同士、３〜 4 人のグループをつくり、次回はそのメンバー
でグループワークを行います。

◎今回のワークショップの目的を共有します。
　例：「今回は、前回出てきたテーマについて議論を深め、これから

したいことについて目線を合わせたいと思います」
◎「ワークショップで大切にしたいこと」（上記参照）を確認します。

１回目と同じだからと省略せずに、再度伝え、話しやすい雰囲気を
つくりましょう。

◎各人がテーマについて思っていることを自由に話しましょう。それ
ぞれの思いなので、ばらばらでも構いません。模造紙などに書いて
いきます。

◎要望や期待、不満なども出てきますが、現状を共有することが目的
です。事実と意見を分け、また、他の人の発言を否定しないように
しましょう。

◎発言していない人がいたら、話すように促してみましょう。ただ、
発言したくない場合は、パスも認めましょう。

◎現状を共有した後は、テーマについて、どうあったらよいのか、考
えを出し合います。理想でも、期待でも、実現が難しそうなことでも、
思っていることは発言してみましょう。

◎ありたい姿に近付くために重要だと思うポイントをまとめます。絞
り切れなければ、仮で決めても構いません。テーマに対してなるべ
く端的に言い表せるように、グループでまとめていきます。

◎グループが複数ある場合は、各グループで話し合った内容を全体
で発表し、共有します。模造紙などを見せながら発表するとよいで
しょう。

◎今回のワークショップで自分が学んだこと、テーマについて今後、
自分でやってみたいことを文字で書き留めます。今回のワークショッ
プで得たもの、思いを大切にしましょう。

◎１回目は、各人の思いや考えを存分に発散させ、互いのことを
深く知り合います。安心して話すことの出来る関係性をつくるこ
とで、２回目の議論や普段の会議が活性化していきます。

◎２回目は、１回目で見いだしたテーマについて議論します。テー
マに対する一人ひとりの思いを発散させ、みんなの思いを束ねて
いくことで、目的を共有し、課題解決への意欲を高めていきます。

•３〜４人ずつのグループをつくります。少人数の方が、一人ひとりが話す時間を多く確保でき、自分の思いをしっかり語れます。
議論ではなく、「対話」を心掛けます。•ファシリテーター（進行役）を決めましょう。

•１回目の最後に、話し合いたいテーマをつくったグループで集まります。
•ファシリテーター（進行役）を決めます。発言していない人がいたら、話すように促す配慮が必要です。

時間のめやす
60分

時間のめやす
60分

1 回 目

2 回 目

関係性を深める

課題解決への
意欲を高める

ワークショップ型校内研修の方法

目的の共有、ルールの確認 5分1

目的の共有、ルールの確認 5分1

気付いたことのシェア 1人2分×人数3

テーマについてありたい姿を話し合う 15分3

自分を語る 1人8分×人数2

テーマについて現状を共有する 15分2

次回、話し合いたいテーマを挙げる 10分5

全体で話し合ったことを共有する 10分5

これからやってみたいことを書く 5分6

今日の気付きを書き留める 5分4

話し合ったポイントを言葉にまとめる 10分4

ワークショップで大切にしたいこと
❶自分の感じていることを素直に話す。人が感じていることに良い・悪

いや正解はない！
❷相手の話を真剣に聴く。好奇心の矢印を相手に向けよう！
❸評価・否定・批判はしない。合いの手、うなずき、笑顔、大歓迎！
❹同じ目線で一緒に悩み考える！
❺ここでの話を他人に言ったり、偏見を持ったりしない！



ベネッセ教育総合研究所は、

子どもたちの成長に寄り添う研究と

社会への発信を通して、

一人ひとりが学びに向かい、

今と未来を“よく生きる”ことに

貢献することを目指しています。

子どもは未来

◎新学習指導要領の軸であった「言語活動」も、移行期
の流行の段階から、日常的な不易になってきたと感じて
います。そこで見えてくるのは、生徒に付けたい力をしっ
かり押さえていれば、必然的に思考力重視の授業となり、
言語活動を伴うものになるということです。「なぜ言語活
動なのか」を忘れてはいけません。

◎東京女子体育大の田中洋一教授の「一人で考える時間
が活動を深める」という言葉が心に残りました。教員側
から考えると、常に生徒が活発に学習活動に取り組んで
いる授業を期待し、自ら学ぶ姿勢の中で一人で考えると
いう活動は見落としがちです。これを抜きに他の学習活
動はあり得ないと思い、とても納得しました。考える活
動は目に見えませんが、考えを発表したり発信したりす
ることにつなげたいと思います。

◎東京都立川市立立川第二中学校の取り組みに共感しま
した。自信のない子どもが多い今、「根拠」に基づき、論
理的に考え、表現する力を養うことは、とても良いこと
だと思います。本校でも取り組みたいと思いました。

◎近年、自分自身も社会科の授業を構想する上で、生徒
が必要感をもって解決に向けて迫れる課題を設定するよ
うに心掛けています。佐賀県小城市立三日月中学校の真
子先生の定期考査は、日頃の学習課題を生かした内容で
作成されていて、参考になりました。　

◎研究報告で述べられていた、生徒へ問い掛け続ける大

切さは私も同感です。しかし、つい我々教員は正解とな
るような返答を求めがちなことも事実です。正解に結び
付くのだろうかと思ってしまう生徒からの表現（返答）
こそ、むしろ教室内を考えさせる雰囲気にし、言語活動
が活発になるという側面もあるのではないでしょうか。
今後も、教員の器の深さや幅の広さが求められると思い
ます。

◎教育の目的は、生徒の良さを引き出すことだと思って
きました。「私を育てたあの時代、あの出会い」を読み、
その手段の１つとして、「地域にかかわらせること」の大
切さを改めて感じました。土日は部活を理由に、生徒が
ボランティアや地域行事へ参加することを見送ってきま
したが、改善していこうと思います。

◎教員を長年していて感じるのは、時間を超えて同じ課
題が繰り返されることです。20年程前、授業でのパソコ
ン活用が全国で盛んに行われました。「Benesse発　これ
からの教育」にもあるように、今また、ＩＣＴの時代が
来ています。過去の実践や研究を土台にした、新たな展
開が求められていると思いました。

◎「ミドルリーダーの挑戦」の石川和代先生の記事は、
私が思っていること、大切にしていることと非常に近く、
自分のことを書かれているかのようで驚きました。授業
と学級経営（特活）の連動は、もっと注目されるべきこ
とだと思います。その仕組みが広く伝わり、若手の先生
方の力になることを、心から期待します。勇気と活力を
いただきました。

2014 Vol.1　特集「言語活動を通じて高める生徒の力」へのご意見

８月に公表された「全国学力・学習状況調査」では、「全国平均と下位層の差が縮小」
という結果でしたが、これはあくまで県平均の数値。学校単位、クラス単位で見
ると、学力格差はまだ大きいとお聞きします。更に、今号の取材を通して、学力
だけでなく、心身面や家庭環境等で多様な生徒が通う公立中学校における一斉指
導の難しさを、改めて痛感しました。今号が少しでもご参考になればと思います。
ベネッセ教育総合研究所　情報編集室『VIEW21』中学版編集長　草場隆志

編集後記
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明日の学校をともに考えるベネッセの教育情報誌

中学版

私を育てた
あの時代、あの出会い

すべての記事をウェブサイトからPDFでダウンロードいただけます

次号 Vol .3は 2015年2月発行（予定）です

Vol.1 言語活動を通じて高める生徒の力─新教育課程の中間総括として

Vol.4 社会を生きる力を育む─キャリア教育の視点で教育活動を捉え直す

Vol.3 １人で学べる生徒を育てる

Vol.2 生徒の心に火をつける

V o l .2
2 0 1 4

一人ひとりの教員の成長を親身になって考え、叱ってくれた
埼玉県　東松山市立北中学校校長　長壁 宏

生徒に寄り添いつつも、教え過ぎず、自主性や協働性を育てたい
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これからの教育 多彩な体験で育むグローバル・リーダーの素養　奈良県・私立西大和学園中学校

インタビュー

特集
学校事例 青森県　青森市立沖館中学校　／　東京都　立川市立立川第一中学校　

福岡県　朝倉市立十文字中学校
対談 上智大　総合人間科学部教授　奈須正裕　／　ベネッセ教育総合研究所　初等中等教育研究室長　木村治生

広がる学力格差への
多様な取り組み

　宮城教育大学附属中学校では、昭和４８年から「総
合学習」として人々の生き方、考え方に触れる調査研
究・体験活動を進めてきた。現在は「総合的な学習の
時間」で、１年生は仙台市での職場体験、２年生は山
形県での民泊と調査研究・体験活動、３年生は東京・
神奈川での調査研究・体験活動を行う。生徒は学年が
上がるにつれ活動範囲を広げながら、それぞれの地域
で仕事を体験し、そこに住む人々がどんな思いで働い

全校発表会では、ポスターセッション、電子
黒板を活用した発表、体験してきたことの実
演など、班によってさまざまな工夫が見られた。
聞く側は、発表から学んだ点や良かった点を
「視聴カード」に書き、その班に渡す。発表
会の準備は学年縦割りで行うため、学習の
流れが生徒間で受け継がれている

１年生の３日間の職場体験は、幼稚園、ホテル、
鉄道、新聞社、橋やダムの管理事務所などさ
まざま。２年生は２泊３日で山形を訪れ、民泊を
しながら、農業、漁業、観光業、食産業など
を体験し、地元の生活と文化を肌で感じる

ているのか、喜びや苦労などを聞き、生き方に迫る。
　関心が同じ生徒同士が学級横断で班を作り、事前に
体験先について徹底的に調べ、講師への質問を考える。
体験後は活動内容と研究結果をまとめ、全校発表会で
報告する。どの生徒も「仕事にこだわりを持つことや、
郷土のために貢献することの重要性を感じた」という。
学校を飛び出した体験は生徒の考えを少しずつ揺さぶ
り、社会参画の実践力を育成する。

ベネッセ　研究 検索でまたは

校内研修で
ご活
用ください

http://berd.benesse.jp
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